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自分の命は自分で守る
～災害への備えはできていますか～

題
字

　𠮷
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楓
さ
ん

九年庵 春の一般公開
Ｐ30に関連記事
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今
年
度
は
１
年
生
が
多
く
入
部
し
、
総
勢
26
人

で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　「
と
に
か
く
掃
除
と
片
付
け
を
徹
底
的
に
」
と

話
す
顧
問
の
坂
本

先
生
と
齋
藤
先
生
。

ま
ず
は
、
生
活
面

に
お
け
る
指
導
か

ら
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

　
楽
し
く
、
ま
た

真
剣
に
書
道
と
向

き
合
う
姿
勢
を
大

切
に
、
昨
年
の
成

績
を
一
つ
で
も
上

回
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
部
員
一

丸
と
な
っ
て
賞
を

目
指
し
ま
す
。

書
道
部
紹
介
　
神
埼
清
明
高
校

　
神
埼
高
校
書
道
部
と
と
も
に
、
今
年
度
の
「
市
報

か
ん
ざ
き
」
の
題
字
を
担
当
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（平成26年4月末日現在）

●人　口　32,792人（対前月－９人）

　　　　　　 （男／ 15,652人　女17,140人）
●世帯数　11,425世帯（対前月＋24世帯）

６月６日（金）～

　　８日（日）

　  10日（火）

　  15日（日）

　  10日（火）

　  26日（木）～

６月定例議会

チャリティーゴルフ大会

中学生サミット

ソフトバレーボール大会

夜の市長室

住民総合健診（脊振町）

市県民税（１期）、国民健康保険税（１期）

平日　８：30 ～ 17：15
　※毎週火曜日は、市民課窓口は19時まで受付。（本庁のみ）

・「よかね神埼」ぶんぶんテレビの15分番組
　毎月第３・４週
　８：30 ～、12：30 ～、17：45 ～、21：35 ～
・「ＭＹ ＤＥＡＲ神埼」ＦＭ佐賀 毎週水曜日　12：00 ～
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中央公民館
（神埼市立図書館）

６ 

月

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る 

災
害
へ
の
備
え 

�⋮⋮
４

住
民
総
合
健
診
の
お
知
ら
せ 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
６

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
の
ご
案
内 
�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
10

自
分
磨
き
と
婚
活 
美
活
ス
ク
ー
ル

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
12

児
童
手
当
の
現
況
届
の
提
出
に
つ
い
て
／
国
民
健

康
保
険
税
の
お
知
ら
せ
／
夜
の
市
長
室 

�⋮
⋮
⋮
13

国
民
年
金
の
加
入
も
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
／
公
的

年
金
か
ら
市
県
民
税
が
引
き
落
と
さ
れ
ま
す 

�⋮
14

市
税
の
徴
収
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
／
政
策

推
進
室
か
ら
の
お
知
ら
せ 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
15

さ
わ
や
か
健
康
教
室 

参
加
者
募
集
／
手
話
奉
仕
員

養
成
講
座
受
講
生
募
集
／
妊
婦
歯
科
検
診
を
受
け

ま
し
ょ
う 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
16

城
原
川
ハ
ン
ギ
ー
ま
つ
り
　
イ
ベ
ン
ト
出
場
者
・

出
店
者
大
募
集
／
お
ゆ
ず
り
会
／
歯
と
口
の
健
康

週
間
／「
春
の
農
作
業
安
全
運
動
」
実
施
中 

�
⋮
⋮
17

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
夏
休
み
入
会
の
お
知
ら
せ
／

教
育
委
員
会
委
員
と
監
査
委
員
が
交
代
さ
れ
ま
し

た
／
農
業
委
員
会
選
任
委
員
の
紹
介 

�⋮
⋮
⋮
⋮
18

物
産
館
／
お
む
す
び
チ
ー
ム
か
ら
の
お
知
ら
せ
　

　

�
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
19

情
報
板 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
20

相
談 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
23

成
人
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
24

こ
ど
も
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
／
か
る
が
も
ラ
ン
ド

／
日
曜
祝
日
在
宅
当
番
医 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
25

は
ん
ぎ
ー
ホ
ー
ル
行
事
予
定
表
／
い
き
い
き
大

学
／
水
車
の
里
遊
学
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

�⋮
⋮
⋮
26

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
27

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
／
新
人
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ

い 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
28

子
ど
も
ま
つ
り 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
29

ま
ち
の
話
題 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
30

神
埼
の
偉
人
紹
介
し
ま
す 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
32

Ｆ
Ｍ
佐
賀 

Ｍ
Ｙ 
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｒ 

神
埼 

�⋮
⋮
⋮
⋮
33

趣
味
あ
い
あ
い 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
34

お
も
し
ろ
地
名
／
文
芸
コ
ー
ナ
ー 

�⋮
⋮
⋮
⋮
35

神
埼
旬
菜 

�⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
36

神埼清明高校２年 書道部部長

𠮷田　楓 さん

作
者
コ
メ
ン
ト

　
神
埼
清
明
高
校
の
書
道
部
員
は
26
人
。
２
年
生

の
私
が
部
長
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
唐
津
の
席
書
大
会
や
県
の
総
合
文
化
祭
な
ど
に

自
分
の
納
得
の
い
く
作
品
を
提
出
し
、
部
員
全
員

が
入
賞
で
き
る
よ
う
に
、
日
々
の
部
活
動
を
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　「
市
報
か
ん
ざ
き
」
の
題
字
と
い
う
こ
と
で
緊

張
し
ま
し
た
が
、
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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自
分
の
命
は
自
分
で
守
る

　
　

～
災
害
へ
の
備
え
は
で
き
て
い
ま
す
か
～

◎
問
い
合
わ
せ　

防
災
危
機
管
理
課　

防
災
係　

☎
３
７

－
０
１
０
４

　

大
雨
の
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
神
埼
市
は
、
山
間
部
の

土
砂
災
害
、
平
野
部
の
浸
水
災
害
と
大
雨
の
影
響
を
受
け
や
す
い
地

域
で
す
。

　

大
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
市
役
所
が
全
て
の
災
害
に
対
応
す

る
こ
と
は
困
難
で
す
。
で
き
る
だ
け
自
分
の
身
は
自
分
で
守
り
、
近

所
の
人
で
助
け
合
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

▲城原川堤防すれすれまで水位が上昇した様子
　（平成21年７月24日～ 26日の大雨時）

備
え
て
お
く
べ
き
防
災
グ
ッ
ズ

避
難
に
つ
い
て

【
食
糧
】

　

保
存
食
や
飲
料
水
を
家
族
の
３
日
分
備
蓄
し
て
お
く
。（
飲

料
水
は
１
人
１
日
３
ℓ
程
度
が
目
安
）

　

大
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
物
流
が
止
ま
り
、
食
糧
不
足
が

発
生
し
ま
す
。

【
照
明
具
】

　

ろ
う
そ
く
や
懐
中
電
灯
を
備
蓄
し
て
お
く
。

　

夜
間
に
停
電
し
た
場
合
、
明
り
が
な
け
れ
ば
、
不
安
が
大
き

く
な
り
、
正
し
い
判
断
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

【
情
報
収
集
機
器
】

　

ラ
ジ
オ
や
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
機
器
類
は
、

情
報
収
集
に
便
利
で
災
害
時
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

日
頃
か
ら
充
電
を
心
が
け
、
電
池
を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

東
日
本
大
震
災
や
平
成
24
年
の
北
部
九
州
豪
雨
災

害
な
ど
、
近
年
は
大
災
害
が
日
本
の
各
地
で
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

命
を
守
る
た
め
に
は
、
早
め
の
避
難
が
必
要
で
す
。

　

避
難
と
は
、「
難
」
を
避
け
る
た
め
の
行
動
を
と

る
こ
と
で
す
。

　

例
え
ば
、
土
砂
災
害
が
発
生
し
や
す
い
地
区
に

お
住
ま
い
の
方
は
、
土
石
流
や
土
砂
崩
壊
が
、「
難
」

で
あ
り
、
土
砂
災
害
が
発
生
す
る
前
に
安
全
な
場
所

へ
避
難
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
崖
崩
れ
が
発
生
し
始
め
た
時
や
道
路
が
冠

水
し
足
元
が
見
え
な
い
状
況
に
な
っ
た
時
な
ど
、
逃

げ
遅
れ
た
場
合
に
は
、
避
難
所
に
避
難
す
る
こ
と
が

か
え
っ
て
「
難
」
と
な
る
た
め
、
自
宅
の
中
で
よ
り

安
全
な
場
所
に
居
る
こ
と
も
避
難
と
な
り
ま
す
。

　

適
切
に
対
処
す
る
た
め
に
も
、
日
頃
か
ら
お
住
ま

い
の
地
域
の
状
況
や
危
険
箇
所
の
把
握
を
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

　

土
砂
災
害
は
、
民
家
や
避
難
時
に
使
用
す
る
道
路

な
ど
、
場
所
に
関
係
な
く
発
生
し
、
北
部
九
州
豪
雨

災
害
や
伊
豆
大
島
の
土
砂
災
害
で
は
、
同
時
多
発
的

に
発
生
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
雨
量
や
河
川
の
水
位
に
よ
り
避
難
準
備

情
報
や
避
難
勧
告
、
避
難
指
示
な
ど
の
避
難
情
報
を

発
令
し
ま
す
が
、
気
象
情
報
や
周
り
の
状
況
を
確
認

し
、
自
ら
の
判
断
で
早
め
の
避
難
行
動
を
と
っ
て
く

だ
さ
い
。
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防
災
行
政
無
線 

放
送
内
容
の
確
認
方
法

防
災
メ
ー
ル
登
録
の
方
法（
携
帯
電
話
）

　

放
送
内
容
が
聞
こ
え
に
く
か
っ
た
場
合
な
ど
、

次
の
方
法
で
放
送
内
容
を
確
認
で
き
ま
す
。

［
確
認
そ
の
１
］

　

電
話
を
か
け
る
。（
☎
５
１

－

１
２
６
０
）

　

放
送
内
容
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
通
話

料
が
か
か
り
ま
す
）

［
確
認
そ
の
２
］

　

メ
ー
ル
を
受
信
す
る
。

　

登
録
者
の
み
（
登
録
方
法
は
左
記
参
照
）
放
送

内
容
を
メ
ー
ル
で
受
信
で
き
ま
す
。
市
外
に
い
て

も
受
信
が
可
能
で
す
。（
定
時
の
時
報
を
除
く
）

［
確
認
そ
の
３
］　

　

ぶ
ん
ぶ
ん
テ
レ
ビ
（
11
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
を
見
る
。

　

放
送
内
容
の
う
ち
、
火
災
情
報
や
避
難
勧
告
等

の
緊
急
情
報
の
場
合
は
テ
ロ
ッ
プ
を
表
示
し
、
加

え
て
文
字
情
報
で
内
容
を
確
認
で
き
ま
す
。

［
確
認
そ
の
４
］

　

神
埼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
。

　

神
埼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
放

送
内
容
が
掲
載
さ
れ
ま
す
。（
火
災
情
報
な
ど
の

緊
急
放
送
の
場
合
の
み
）
ま
た
、
市
防
災
ウ
ェ
ブ

に
も
移
行
で
き
、
そ
の
情
報
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

（
定
時
の
時
報
を
除
く
）

　

登
録
希
望
者
が
神
埼
市
外
の
方
で
も
登
録
可

能
で
す
。
親
戚
や
知
人
の
方
で
も
利
用
で
き
ま

す
。

［
登
録
方
法
そ
の
１
］

　

下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
ア
ク
セ
ス
し
、

案
内
に
従
い
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。

［
登
録
方
法
そ
の
２
］

　

左
記
へ
ア
ク
セ
ス
し
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.bo
usai.city.kanzaki.saga.

jp/m
ail/pub/

　

防
災
メ
ー
ル
は
、
神
埼
市
の
緊
急
情
報
を
市
外

に
い
て
も
受
信
で
き
ま
す
。（
携
帯
電
話
の
受
信

状
態
に
よ
り
受
信
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

大
切
で
す
「
自
助
」「
共
助
」

　

阪
神
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
、

北
部
九
州
豪
雨
災
害
な
ど
の
大
災
害
時
に

命
を
救
っ
た
の
は
、「
自
助
」
や
「
共
助
」

で
あ
り
、
自
分
自
身
や
家
族
、
近
所
の
人

達
で
助
け
合
う
こ
と
が
一
番
だ
っ
た
そ
う

で
す
。

　

市
や
消
防
署
な
ど
の
公
的
機
関
が
援
助

す
る
「
公
助
」
は
、
数
に
限
り
が
あ
り
、

全
て
の
人
を
助
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

日
頃
か
ら
、
近
隣
の
人
や
親
族
の
方
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
お
く
こ

と
も
災
害
か
ら
逃
れ
る
近
道
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

▼神埼市の早期避難所	

神埼町 神埼町保健センター
（神埼市中央公民館が改装工事中のため）

千代田町 千代田町保健センター

脊振町 神埼市脊振公民館

※早期避難所は、避難準備情報を発令する前から開設
しています。

※その他の市の指定避難所は、神埼市ハザードマップ
などをご参照ください。

避難情報

避難情報の種類 避難準備情報 避難勧告 避難指示

防災行政無線 チャイム サイレン サイレン

状況 避難準備や自主避難の
目安

避難を促すもの
災害が発生する恐れが
ある場合

危険な状態!!
災害の危険性が非常に
高い場合

雨量水位の情報を確認するには、神埼市防災ウェブが便利です

河川の
水位

水位の目安 氾濫注意水位[ｍ] 避難判断水位[ｍ] 氾濫危険水位[ｍ]

筑後川（瀬ノ下） ５. ００ ６. ８０ ７. １０

城原川（日出来橋） ２. ５０ ３. ５０ ４. ３２

田手川（広円橋） ２. ６０ ４. ８０ ５. ２０

弱　　　　　　　　　　　危険の度合い　　　　　　　　　　強 市
が
発
令
す
る

　

避
難
情
報
と
水
位
の
目
安

▼

日
出
来
橋
の
水
位

氾濫危険水位氾濫危険水位
避難判断水位避難判断水位

氾濫注意水位氾濫注意水位

城原川城原川

堤
防
堤
防

堤
防
堤
防

※
避
難
情
報
は
、
判
断
基
準
を
も
と
に
市
の
災
害
対

策
本
部
が
判
断
し
、
発
令
し
ま
す
。
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健 康

健康づくりは健診から！
～始まります　住民総合健診～

　住民総合健診では、国保特定健診・後期高齢者健診・若年健診・各種がん検診・肝炎ウイルス検査・
歯とお口の健診を受けることができます。
　受診票の発送は、6月中旬を予定しています。後期高齢者の方で集団健診を申し込んでいない方は、
別途発送予定です。
　今年度は、神埼市中央公民館改修工事のため、神埼会場は「神埼中央公園体育館」となっています。
全般的に神埼会場は混雑することが予測されます。ご都合がつく方は、千代田・脊振での受診をお勧
めします。

　子宮頸がんの検診開始は9：45からです。（夜間健診は18：30からです）
※１　７月３日（木）、７日（月）は子宮頸がん検診がありません。
※２　７月４日（金）の夜間健診時は胃がん検診は実施しません。

開　催　場　所 日　　程 受　付　時　間

脊振
勤労者体育館 ６月26日（木）、27日（金）、28日（土）

８：30 ～ 10：30

７月４日（金）は夜間健
診も行います。（受付時間 
18：00 ～ 19：30）

神埼
中央公園体育館

７月１日（火）、２日（水）、※１３日（木）、※２４日（金）
６日（日）、※１７日（月）、８日（火）

千代田町
保健センター

７月30日（水）、31日（木）、８月１日（金）、３日（日）
４日（月）５日（火）、６日（水）

【脊振会場】
脊振勤労者体育館

【神埼会場】
神埼中央公園
体育館

【千代田会場】【千代田会場】

千
代
田
会
場

千
代
田
会
場

脊
振
会
場

脊
振
会
場

神
埼
会
場

神
埼
会
場

千代田町保健センター
はんぎーホール
千代田町保健センター
はんぎーホール

　脊振
2000年館
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 ●若年健診・国保特定健診・後期高齢者健診

 ● がん検診

●肝炎ウイルス検査

　糖尿病などの生活習慣病の該当者や予備群を早期に発見し、生活習慣の改善につなげていただくための
健診です。

　受診票をお持ちでない方も当日会場で追加申し込みができますが、検診項目によっては注意事項が
ありますので、事前にお問い合わせください。

　申し込みの必要はありません。ご希望の方は当日「総合問診」で申し出てください。

項　　目 対　象　者 内　　容 自己負担金額

若年健診 20 ～ 39歳
身体計測・尿検査・血圧
測定・血液検査

400円

国保特定健診
（詳細はP9に掲載）

国民健康保険に加入の40歳から受診
当日74歳の方

身体計測・尿検査・血圧
測定・血液検査・診察

1,000円

後期高齢者
健　診

・受診当日75歳以上の方
・65 ～ 74歳で一定の障がいにより
　後期高齢者医療保険に加入の方

身体計測・尿検査・血圧
測定・血液検査・診察

無　料

※医師の指示により、必要な方には「心電図・眼底検査・貧血検査」が追加されます。（若年健診は除く）

項　　目 対　象　者 内　　容 自己負担金額

肺がん・結核
検　　診

40歳以上

胸部Ｘ線検査
※65歳以上は結核検診が追加されます。

500円

喀痰検査
※50歳以上で問診等により必要な方のみ

500円

胃がん検診 40歳以上 バリウム投与による胃透視 500円

大腸がん検診 40歳以上
便潜血反応検査
※検診当日に容器を持ち帰り、2日分を採便　
後、提出。

500円

前立腺がん
検　　診 50歳以上の男性 血液によるPSA検査 500円

子宮頸がん
検　　診 20歳以上の女性

子宮頸部の細胞診
※受付時間は各種検診と同じですが、
　検診開始時間は９：45 ～、
　７月７日（金）の夜間健診時は18：30 ～です。

500円

対　象　者 内　　容 自己負担金額

20歳以上
※検査歴のない方のみ

B型・C型肝炎ウイルス検査
※検査方法は採血です。

無料

※過去に検査歴のない方のみ
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健 康

 ●歯とお口の健診
　申し込みの必要はありません。当日会場で「歯とお口の健診受付」に申し出てください。

（対象者：20歳以上の方）

次の方は、負担金が免除されます。健診会場内の「総合受付」に申し出てください。
　○生活保護世帯に属する方……特定健診・若年健診および各種がん検診の負担金が免除されます。
　　「生活保護証明書」を提示してください。（事前に福祉課 生活福祉係での発行が必要です）
　○市県民税非課税世帯に属する方……若年健診および各種がん検診の負担金が免除されます。
　　申請の際は、印鑑をお持ちください。

　下記の医療保険者（県内6団体）の加入者で、下記の①・②の条件を満たしている方は、神埼市住民
総合健診において被用者保険特定健診を受診できるよう計画しています。該当される方は「佐賀県成
人病予防センター」（☎31－8831）に電話などで住民総合健診の事前予約をして下さい。受診票が送
付されます。

　①県内6団体の被用者の家族(被扶養者)で、市内にお住まいの方
　②各医療保険者が発行した「特定健診受診券」を持っている方

　若年健診・各種がん検診・肝炎ウイルス検査・歯とお口の健診について
　　　　　　　　　　　　　　　　健康増進課　健康増進係(神埼町保健センター )　☎51－1234

　特定健診・後期高齢者健診について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市民課　国保医療係・後期高齢年金係　☎37－0115

会　場 実施日 受付時間 内　　容 自己負担金額

脊振勤労者体育館　　 ６月28日(土)

9:00 ～ 10:30

問診、
歯と口腔内状況の
診察 無　料神埼中央公園体育館　 ７月６日(日)

千代田町保健センター ８月３日(日)

自己負担金について

●神埼市国保以外の特定健診について●

◎
問
い
合
わ
せ

集団健診に参加する県内の医療保険者 問い合わせ

全国健康保険協会佐賀支部（協会けんぽ） ☎27－0615

健康保険組合連合会佐賀連合会 ☎25－4629

地方職員共済組合佐賀県支部 ☎25－7012

警察共済組合佐賀県支部 ☎26－5242

公立学校共済組合佐賀支部 ☎25－7225

佐賀県市町村職員共済組合 ☎29－0332
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国民健康保険

加入者の方へ
特定健診は住民総合健診以外にも
医療機関で受診できます

受診に必要なもの健診では次のような項目を検査します

・神埼市国民健康保険証
　(受診券整理番号が記載されています）

・健康診査受診票（６月中旬に発送予定）

　･･･事前に記入してご持参ください。

・受診費用　1,000円　

◆ヘルスサポート事業※を利用する場合は、
　通常の医療保険負担が必要です。

医療機関で受診する場合は・・・

　佐賀県内の特定健診の登録医療機関で受診する

ことができます。（要予約）

　また、ヘルスサポート事業を使って、受診する

方法もありますので医療機関へお尋ねください。

※ヘルスサポート事業とは

　生活習慣病などで定期的に医療機関を受診して

いる場合、かかりつけ医での血液検査を年に１回

だけ特定健診として活用できます。

　ヘルスサポート利用者の受診費用は、通常の医

療保険負担です。

　ヘルスサポートを希望される方は、かかりつけ

の先生にご相談ください。

自分の健康状態を知るため
には、健診を受けることが
大切です! ！

　特定健診とは、40歳から74歳までの方を対象とした健康診断で、糖尿病などの生活習慣病の該当者や
予備群を早期発見し、生活習慣を改善していただくための健診です。高血圧や脂質異常症、糖尿病などで、
かかりつけ医に定期受診している場合でも健診の対象となります。

検　査　項　目

基
本
的
な
健
診
項
目

身体の大きさ

身長・体重

B M I

腹　囲

血
管
へ
の
影
響(

動
脈
硬
化
の
危
険
因
子)

内臓脂肪の蓄積

中性脂肪

HDLコレステロール

G O T

G P T

γ－GTP

血管内皮の傷み
血圧

尿　　酸

インスリン抵抗性

血糖(空腹時)

HbA1c

尿　糖

腎機能 血清クレアチニン

ｅＧＦＲ

尿蛋白

尿潜血

その他の動脈硬化危険因子 LDLコレステロール

★
詳
細
な
健
診
項
目

血管の易血栓化
貧血

赤 血 球

血色素量

ヘマトクリット値

血管変化
心臓 心電図

脳 眼底検査

★詳細な健診項目については、医師の診断に基づき実施さ
れます。

◎問い合わせ　市民課　国保医療係　☎37－0115

クレアチニン値等
より腎機能の推算
値を計算
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のご案内
臨 時 福 祉 給 付 金
子育て世帯臨時特例給付金

◎問い合わせ　臨時福祉給付金　　　　　　福祉課　社会福祉係　☎37－0110
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　税務課　市民税係　　☎37－0114
　　　　　　　子育て世帯臨時特例給付金　福祉課　社会福祉係　☎37－0110

　消費税増税による低所得者及び子育て世帯への負担の影響を緩和するために、給付金を支給します。申請
先は、平成26年１月１日時点で住民票のある市区町村となり、両方の給付金の対象となる方には、臨時福祉
給付金のみ支給します。

臨時福祉給付金

子育て世帯臨時特例給付金

【対象者】
　平成26年１月１日時点で、神埼市に住民票があり、平成26年度の市県民税（均等割）
が課税されていない方。（平成26年度市県民税が課税されている方に扶養されている
場合や、生活保護の被保護者となっている場合は対象外）

【給付額】給付対象者１人につき１万円
　※給付対象者の中で下記に該当する方は、５千円加算されます。
　・老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金の受給者など
　・児童扶養手当、特別児童扶養手当、特別障害者手当の受給者など

【申請期間】平成26年７月２日（水）～平成26年９月30日（火）（原則、この期間内に申請をお願いします）
　　　　　 ※入院等特別の事情がある場合は、申請開始日から６ヵ月の範囲で受け付けます。

【申請方法】
　６月下旬以降、対象となる可能性のある方に、申請書をお送りします。必要事項を記入し、添付書類ととも
に返信用封筒でご返送ください。または、直接窓口に提出してください。

【受付窓口】　本庁１階１－１会議室、千代田支所・脊振支所 総合窓口課 総合窓口班

※７月２日（水）～６日（日）は、本庁及び各支所に特設の受付窓口を設置します。詳細については、申請書
に同封のチラシでご確認ください。

【対象者】
　平成26年１月分の児童手当（特例給付を含む）の受給者であって、平成25年中の所得が児童手当の所得制限
限度額に満たない方

【給付額】対象児童１人につき１万円
※臨時福祉給付金の対象者や生活保護の被保護者等になっている場合は対象外

【申請期間】平成26年６月16日（月）～平成26年９月16日（火）（原則、この期間内に申請をお願いします）
　　　　　 ※入院等特別の事情がある場合は、申請開始日から６ヵ月の範囲で受け付けます。
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【申請方法】
　６月中旬に、対象となる可能性のある方に、申請書をお送りします。必要事項を記入し、
添付書類とともに返信用封筒でご返送ください。または、直接窓口に提出してください。
※現在、児童手当を受給されている方には、現況届（毎年更新のために提出する書類）
を同封していますので併せて提出をお願いします。

【受付窓口】本庁 福祉課 社会福祉係、千代田支所・脊振支所 総合窓口課 総合窓口班

【公務員の方へ】
　公務員であり職場から児童手当を受給している方も、平成26年１月１日時点で住民票がある市区町村での
申請となります。職場から交付される申請書や児童手当受給状況証明書を、申請期間内に必ず提出してくだ
さい。公務員の方には、神埼市から申請書や案内通知をお送りすることはありませんので、特にご注意ください。

　配偶者からの暴力を理由に避難している方へ

給付金対象者診断チャート

　配偶者からの暴力を理由に避難しているが、事情により、基準日時点で住民票を移すことができない方で、一定
要件を満たす方は、事前に申し出ていただくことにより、実際にお住まいの市区町村で申請を行うことができます。
詳しくは、お問い合わせください。

生活保護を受けていますか？

対象ではありません。
※保護基準の改定で消費税の負担に対応します。

　平成26年１月分の児童手当等を受給してい
　ますか？（中学生以下の児童がいますか？）

　平成25年の所得は制限額以上
　（下表参照）ですか？

　子育て世帯臨時特例給付金の
　支給対象者となる可能性があ
　ります。

　臨時特例給付金の支給対象者
　となる可能性があります。
　（加算を含む15,000円）

　臨時福祉給付金の支給対象者
　となる可能性があります。
　（10,000円）

　加算対象の基礎年金・児童扶養
　手当等を受給していますか？

対象ではありません。

　平成26年度分の市県民税が課税されている
　方に生活の面倒を見てもらっていますか？

平成26年度分の市県民税は課税されていますか？

はい

はいはい

はい
はい

はい

いいえ

いいえいいえ

いいえ いいえ

いいえ

児童手当受給者の所得制限限度額（給与収入ベース）

扶養親族等の数 限度額目安（給与収入ベース）

１人 875万６千円

２人 917万８千円

３人 960万円
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　市では、婚活の一歩手前「自分磨き」をテーマに、社会人として必要なマナーを学びな
がら、働く男女の出会いのきっかけづくりのため、「美活スクール」を開催しています。

○内　容　【１回目のレッスン】７月16日（水）19：00～ 21：00
　　　　　テーブルマナーレッスン　～コース料理をいただきながら実践！～

　　　　　【２回目のレッスン】７月27日（日）16：00～ 20：00
　　　　　好感度を上げるカラーレッスン　～自分の色を見つける！印象力ＵＰ～
　　　　　※２回目のレッスン終了後に、参加者同士の交流会を行います。

○場　所　シャトー文雅　佐賀市大和町久池井2592番地１
　　　　　※神埼市役所からシャトー文雅までの送迎バスを準備します。
　　　　　　ワイン・シャンパンのテイスティングを行いますので、車での来場は
　　　　　　ご遠慮ください。

○対象者　下記①～③の要件をすべて満たす方
　　　　　　①おおむね40歳までの独身の方
　　　　　　②神埼市内に在住、または通勤、もしくは神埼市に居住意思のある方
　　　　　　③２回のレッスンに参加可能な方（男性10人・女性10人の限定）

○参加料　３，０００円（２回分）

○締　切　６月30日（月）必着
　　　　　※お申し込み多数の場合は先着順とさせていただきます。
　　　　　　結果は後日、郵送にてご連絡します。

◎申込・問い合わせ　市長公室　企画係　☎37－0102

自分磨きと婚活

～参加者募集～美活スクール

性別

携帯電話

申込方法　①参加申込書にご記入いただきＦＡＸか郵送でお申し込みください。
　　　　　②メールの方は下記の内容を明記の上、送信ください。
　　　　　③電話でのお申し込みの際は、下記の内容をお伝えください。
　　　　　〒842-8601　神埼市神埼町神埼410番地　神埼市役所　市長公室　企画係
　　　　　TEL 37-0102　 FAX 52-1120　 メールアドレス：soumu-02@city.kanzaki.lg.jp

参 加 申 込 書
キリトリ

12
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国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

◎
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

社
会
福
祉
係　

☎
３
７

－

０
１
１
０

◎
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

国
保
医
療
係　

☎
３
７

－

０
１
１
５

　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る

方
は
、
毎
年
６
月
に
現
況
届
の

提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

現
況
届
と
は
、
毎
年
６
月
１

日
時
点
に
お
け
る
受
給
者
及
び

児
童
の
状
況
を
記
載
し
、
引
き

続
き
受
給
資
格
が
あ
る
の
か
ど

う
か
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
ま
た
、
所
得
の
審
査
も
あ

わ
せ
て
行
い
ま
す
。

　

提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
受

給
資
格
が
あ
っ
て
も
６
月
分
以

降
の
手
当
が
差
し
止
め
と
な
り
、

定
め
ら
れ
た
期
間
を
経
過
す
る

と
時
効
に
よ
り
受
給
資
格
が
喪

失
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

現
況
届
の
提
出
が
必
要
と
な

る
方
に
は
、
６
月
中
旬
に
詳
細

を
記
し
た
案
内
通
知
及
び
現
況

届
を
送
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
の
対
象
に
な
る
可
能

性
の
あ
る
方
に
は
、
現
況
届
と

一
緒
に
給
付
金
の
申
請
書
も
送

付
し
ま
す
。

○
持
参
す
る
も
の

・
現
況
届
（
通
知
書
に
同
封
の
も

の
）

・
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
の
み
、

シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）

・
受
給
者
（
保
護
者
）
の
健
康
保

険
証
（
写
し
も
可
）
ま
た
は
年

金
加
入
証
明
書

※
平
成
26
年
１
月
１
日
以
降
に
転

入
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
前

住
所
地
の
市
区
町
村
の
所
得
証

明
書
（
配
偶
者
が
受
給
者
の
扶

養
と
な
っ
て
い
な
い
場
合
は
、

配
偶
者
の
所
得
証
明
書
も
必
要

と
な
り
ま
す
。）

※
郵
送
で
の
提
出
も
受
け
付
け
ま

す
。
詳
細
は
案
内
通
知
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
窓
口
へ
の
提
出
は
、
神
埼
市
役

所
福
祉
課
の
ほ
か
、
千
代
田
支

所
、
脊
振
支
所
の
総
合
窓
口
課

に
も
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、
平
成
26
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険

税
の
課
税
限
度
額
の
見
直
し
及
び
低
所
得
者
に
係
る
保
険
税
軽
減
の
拡
充

が
図
ら
れ
ま
し
た
。

１　国民健康保険税の課税限度額の見直し
改正前 改正後 備　考

医療分 ５１万円 ５１万円 据え置き
後期高齢者支援分 １４万円 １６万円 ２万円引き上げ

介護納付金分 １２万円 １４万円 ２万円引き上げ
計 ７７万円 ８１万円

２　国民健康保険税の軽減判定所得基準額の見直しによる軽減対象者の拡充
【改正前】

区分 前年の世帯の総所得金額等の合計額
７割軽減 33万円以下

５割軽減 基礎控除額33万円
　＋24.5万円×（世帯主を除く被保険者数 ＋ ※特定同一世帯所属者数）以下

２割軽減 基礎控除額33万円
　＋35万円×（被保険者数 ＋ ※特定同一世帯所属者数）以下

【改正後】
区分 前年の世帯の総所得金額等の合計額

７割軽減 33万円以下　　　（据え置き）

５割軽減 基礎控除額33万円
　＋24.5万円×（被保険者数 ＋ ※特定同一世帯所属者数）以下

２割軽減 基礎控除額33万円
　＋45万円×（被保険者数 ＋ ※特定同一世帯所属者数）以下

※特定同一世帯所属者とは、国保から後期高齢に移行し継続して同一の世帯に属する方です。

各課からのお知らせ

夜の市長室 どんなことでも構いません。皆さまの声をお聞かせください！

　５月の千代田支所開催分には、５組６人が来庁されました。

◎問い合わせ先　神埼市役所　市長公室　☎37－0088

　○今後の予定

と　き と こ ろ
６月10日（火） 18：00～　　

　　20：00
脊振支所

７月 １日（火） 神埼市役所

※当日は来庁順で受け付けを行います
（１組30分程度）。

※お住まいの地区に関係なくお越しい
ただけます。

※６月は日程が不規則となっています。
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各課からのお知らせ

　
　

　
　

国
民
年
金
の
加
入
も
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

公
的
年
金
か
ら
市
県
民
税
が
引
き
落
と
さ
れ
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

後
期
高
齢
年
金
係　

☎
３
７

－

０
１
１
５

　
　
　
　
　
　
　

佐
賀
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課　

☎
３
１

－

４
１
９
４

◎
問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

市
民
税
係　

☎
３
７

－

０
１
１
４

　

離
職
後
、
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
別

途
申
請
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り

全
額
免
除
ま
た
は
一
部
免
除
を
受
け
ら

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
失
業
を

理
由
と
し
て
免
除
申
請
を
す
る
場
合
に

は
、
審
査
基
準
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。

※
連
帯
納
付
義
務
者
で
あ
る
配
偶
者
ま

た
は
世
帯
主
の
方
に
一
定
以
上
の
所
得

が
あ
る
場
合
は
、
該
当
し
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

○
以
下
の
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

　

・
老
齢
基
礎
年
金
等
の
年
額
が
18
万
円
未
満
の
方

　

・
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
引
き
落
と
し
（
特
別

徴
収
）
さ
れ
て
い
な
い
方

　

・
引
き
落
と
し
（
特
別
徴
収
）
さ
れ
る
市
県
民
税

額
が
老
齢
基
礎
年
金
の
額
を
超
え
る
方

※
対
象
と
な
る
方
に
は
、
毎
年
６
月
に
市
か
ら
送
付

す
る
税
額
決
定
通
知
書
で
、引
き
落
と
し（
特
別
徴
収
）

さ
れ
る
税
額
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

新
た
な
税
負
担
が
生
じ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
市
県
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し（
特

別
徴
収
）
へ
の
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
７
月
分
～
平
成
26
年
６
月

分
の
国
民
年
金
加
入
期
間
の
保
険
料
納

付
に
つ
い
て
、
免
除
を
ご
希
望
の
方
は
、

受
付
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
。
手
続
き

を
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
限　

　

平
成
26
年
７
月
31
日
（
木
）
ま
で

○
手
続
窓
口

　

・
神
埼
市
役
所　
　
　

市
民
課

　

・
千
代
田
支
所　
　
　

総
合
窓
口
課

　

・
脊
振
支
所　
　
　
　

総
合
窓
口
課

　

・
佐
賀
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課

　

厚
生
年
金
・
共
済
年
金
に
加
入
さ
れ
て

い
た
方
が
60
歳
未
満
で
退
職
さ
れ
た
場

合
は
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
方
に
扶
養
さ
れ
て

い
た
配
偶
者
（
60
歳
未
満
の
方
）
に
つ
い

て
も
同
様
で
す
。

　

再
就
職
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
未

加
入
の
期
間
が
あ
る
場
合
は
、
加
入
手
続

き
が
必
要
で
す
。

◎
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

　

免
除
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

免
除
の
申
請
は
７
月
末
ま
で

対
象
者

　

65
歳
以
上
の
公
的
年
金
受
給
者
の

う
ち
市
県
民
税
の
納
税
義
務
の
あ

る
方

　

65
歳
以
上
の
公
的
年
金
を
受
給

さ
れ
て
い
る
方
で
、
市
県
民
税
を
納

税
す
る
義
務
が
あ
る
方
は
、
公
的
年

金
か
ら
市
県
民
税
が
引
き
落
と
さ

れ
ま
す
（
特
別
徴
収
）。
対
象
と
な

る
の
は
、
４
月
１
日
に
お
い
て
公
的

年
金
を
受
給
し
て
い
る
65
歳
以
上

の
方
で
、
前
年
中
の
年
金
所
得
に
対

し
て
市
県
民
税
が
課
税
さ
れ
る
方
で

す
。

８４２－〇〇〇〇
佐賀県神埼市〇〇〇

〇〇　〇〇様

〇 〇

８４２－〇〇〇〇
佐賀県神埼市〇〇〇

〇〇　〇〇様

〇 〇

引
き
落
と
さ
れ
る
金
額
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神
埼
市
は

佐
賀
県
滞
納
整
理
推
進
機
構
と
共
同
で

 
市
税
の
徴
収
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

歴
史
文
化
遺
産
を
活
か
し
た

 

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

納
税
２
係　

☎
３
７

－

０
１
１
４

　

佐
賀
県
滞
納
整
理
推
進
機
構　

佐
賀
県
滞
納
整
理
特
別
対
策
室　

☎
３
０
ー
３
１
６
３

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

政
策
推
進
室　

政
策
推
進
班　

☎
３
７
ー
０
１
２
１

　

税
金
を
納
め
ら
れ
た
皆
さ

ん
の
公
平
性
を
保
ち
滞
納
の

解
消
を
図
る
た
め
、
佐
賀
県

と
県
内
19
市
町
が
共
同
で
滞

納
整
理
推
進
機
構
を
設
置

し
、
神
埼
市
も
こ
れ
に
参
加

し
て
市
税
の
徴
収
強
化
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

税
金
を
滞
納
し
て
い
る
人

や
法
人
に
対
し
、
給
与
や
財

産
を
調
査
し
、
滞
納
処
分
を

前
提
に
滞
納
整
理
を
行
い
ま

す
。

　

滞
納
が
あ
る
方
で
一
括
納

付
が
困
難
な
方
は
、
窓
口
へ

お
越
し
い
た
だ
き
、
納
税
相

談
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

税
金
を
滞
納
し
た
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
、「
延
滞
金

（
年
率
９
・
２
％
）」
が
加
算
さ
れ
、
ま
す
ま
す
納
付
が

困
難
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
法
律
に
基
づ
き
、
そ
の
方

の
意
思
に
か
か
わ
り
な
く
強
制
的
に
財
産
の
差
押
え
や
給

与
の
差
押
等
の
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

滞
納
整
理
を
行
う
に
は
、
皆
さ
ま
が
納
付
い
た
だ
い
た
税
金
が
投
入
さ
れ
ま
す
。

　

貴
重
な
税
金
を
福
祉
や
教
育
な
ど
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
も
、
納
期
内
納
付
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

滞
納
放
置
す
る
と
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す

滞納整理の流れ！（※財産は一例）

・金融機関等への預貯金照会
・自宅・事業所への財産の捜索財産調査

・預貯金
・電化製品・美術品・機械・器具など差　　押

・金融機関からの取り立て
・公売（佐賀県・市町合同公売会）、
  インターネット公売等

換　　価

滞納金への充当

「
地
域
の
自
慢
と
な
る
遺
産
」を

　
　
　
　
　
　

登
録
し
ま
せ
ん
か

歴
史
文
化
遺
産
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か

　

市
内
各
地
区
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
祭
行

事
や
年
中
行
事
、
ま
た
、
鳥
居
や
石
仏
・

建
造
物
や
樹
木
、
さ
ら
に
地
域
の
景
観
な

ど
の
歴
史
文
化
遺
産
・
自
然
遺
産
を
地
域

の
自
慢
で
き
る
宝
と
し
て
、「
神
埼
市
歴
史

ま
ち
づ
く
り
遺
産
に
登
録
し
ま
せ
ん
か
。

　

登
録
さ
れ
る
と
、
遺
産
の
保
存
活
用
な

ど
に
必
要
な
助
成
制
度
を
活
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
制
度
は
国
や
県
、
市
の
文

化
財
指
定
を
受
け
て
い
な
い
、
地
域
の
人

た
ち
に
長
年
伝
え
ら
れ
て
き
た
遺
産
や
現

在
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
も
、
そ

の
復
興
・
復
元
を
行
う
こ
と
に
よ
り
登
録

遺
産
と
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

神
埼
市
が
進
め
て
い
る
歴
史
文
化
遺
産
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、
神
埼
塾

講
座
や
神
埼
ま
ち
あ
る
き
な
ど
の
企
画
運
営

に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

神
埼
の
歴
史
文
化
な
ど
に
関
す
る
情
報
発

信
・
提
供
の
企
画
運
営
を
、
主
体
的
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
く
、
意
欲
の
あ
る
方
を
募
集

し
ま
す
。（
自
主
的
な
行
動
・
活
動
で
の
参
画

で
す
）

　

参
加
者
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
歴
史

文
化
遺
産
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
（
神
埼

塾
講
座
・
神
埼
ま
ち
あ
る
き
・
か
ん
ざ
き
デ

ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
ど
）
の
企
画
・
運

営
や
情
報
発
信
な
ど
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

興
味
の
あ

る
方
、
参
画

を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
ぜ

ひ
一
度
ご
連

絡
く
だ
さ

い
。

登録遺産　鳥羽院古釜の百手祭

石橋を見学する参加者
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神
埼
地
区
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座 

受
講
生
募
集

妊
婦
歯
科
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

◎
問
い
合
わ
せ　

高
齢
障
が
い
課 

高
齢
障
が
い
係　

☎
３
７

－

０
１
１
１

◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

母
子
保
健
係　

☎
５
１

－

１
２
３
４

各課からのお知らせ

　
　

さ
わ
や
か
健
康
教
室　

参
加
者
募
集
！

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係　

☎
５
１

－

１
２
３
４

　

さ
わ
や
か
健
康
教
室
で
は
、
講
義

や
調
理
実
習
、
視
察
研
修
を
通
し
て

「
食
」
や
「
健
康
」
に
つ
い
て
学
ん

で
い
き
ま
す
。

　
「
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
何
か
し

た
い
」「
栄
養
や
運
動
の
こ
と
を
学

び
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
あ
な
た
！

ぜ
ひ
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

食
生
活
改
善
推
進
員
の
養
成
講
座

も
兼
ね
て
い
ま
す
。

　

男
性
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。
み

な
さ
ん
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
場
所　

千
代
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　

※
脊
振
・
神
埼
地
区
の
方
は
希
望

に
よ
り
バ
ス
送
迎

○
参
加
費　

年
間
３
，０
０
０
円

　
　
（
調
理
材
料
費
＋
テ
キ
ス
ト
代
）

○
募
集
人
数　

30
人
（
18
歳
以
上
、

男
女
不
問
、
受
講
経
験
が
あ
る

方
も
可
）

○
募
集
期
間　

６
月
30
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　
　
　

７
月
16
日（
水
）

開催日 午前（９：30 ～ 13：00） 午後

8月8日
（金）

　開講式、オリエンテーション
　講義：食生活改善推進協議会と　
　　　　地区活動
　　　　栄養・調理の基礎知識

調理実習

8月27日
（水）

　講義：食生活の現状と課題
　　　　食品表示、食品衛生 調理実習

9月12日
（金） 　講義：健診結果と生活習慣病 調理実習 視察研修（味の素）

13：00 ～ 15：00
9月30日
（火） 　講義：生活習慣病①　高血圧 調理実習

10月21日
（火） 　講義：生活習慣病②　糖尿病 調理実習 楽しい健康体操

13：00 ～ 14：00
11月4日
（火） 　講義：生活習慣病③　脂質異常症 調理実習

11月26日
（水）

　講義：生活習慣病④　
　　　　CKD（慢性腎臓病） 調理実習

12月9日
（火） 　終了式、反省会 食事会

　

聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
や
関
連

す
る
福
祉
制
度
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、
手
話
で
日
常
生

活
を
行
う
の
に
必
要
な
単
語
お
よ
び

手
話
表
現
技
術
を
習
得
す
る
た
め
の

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
手
話
を
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

○
と
き　

７
月
８
日
（
火
）
～

　
　
　
　
　
　

12
月
18
日
（
木
）

　

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

　

毎
週
火
、
木
曜
日
（
全
47
回
）

　
（
祝
祭
日
を
除
く
）

　

神
埼
市
で
は
妊
婦
を
対
象
と
し
た

歯
科
健
診
を
、
市
内
の
委
託
医
療
機

関
で
、
無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

妊
娠
中
は
、
つ
わ
り
や
女
性
ホ
ル

モ
ン
の
影
響
で
む
し
歯
や
歯
周
病
が

起
き
や
す
く
な
り
、
放
置
す
る
と
、

早
産
や
低
体
重
児
出
産
の
リ
ス
ク
が

○
と
こ
ろ　

神
埼
市
役
所
（
本
庁
）

※
日
程
変
更
の
可
能
性
あ
り
。

○
対
象
者　

　

高
校
生
以
上
（
高
校
生
は
保
護
者
の
同

意
要
）
で
、
神
埼
市
ま
た
は
吉
野
ヶ
里

町
に
お
住
ま
い
か
勤
務
さ
れ
て
お
り
、

ほ
ぼ
全
て
の
講
座
に
出
席
が
可
能
な

方
。

○
受
講
料　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
は
受
講
者
負
担
と
な
り
ま

す
。

○
定
員　

20
人

○
募
集
期
間　

６
月
30
日
（
月
）
ま
で

高
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
生
ま
れ
た
お
子
さ

ん
に
む
し
歯
菌
を
う
つ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

自
身
の
健
康
と
安
全
な
出
産
、
生
ま
れ

て
く
る
お
子
さ
ん
の
た
め
に
、、
ご
家
族

も
一
緒
に
ぜ
ひ
む
し
歯
や
歯
周
病
の
早
期

発
見
・
治
療
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

委託医療機関
古賀歯科医院

52-1647
こばやし歯科医院

55-6030
しばた歯科医院

55-9118
泉福歯科医院

52-2839
なかはら歯科医院

53-1849
永原歯科医院

52-2970
福島デンタルクリニック

52-2268
船津歯科医院

52-1391
江頭歯科医院

44-5523
大櫛歯科矯正歯科医院

44-5475
中村歯科医院

44-2992
中山歯科医院

44-4147
神埼市国民健康保

険脊振診療所
59-2321
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『
城
原
川
ハ
ン
ギ
ー
ま
つ
り
』　

イ
ベ
ン
ト
出
場
者
・
出
店
者
大
募
集
!!

歯
と
口
の
健
康
週
間

６
月
４
日
～
10
日

『
お
ゆ
ず
り
会
』 

～
育
児
用
品
な
ど
募
集
し
ま
す
～

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

城
原
川
ハ
ン
ギ
ー
ま
つ
り
事
務
局
（
千
代
田
支
所　

農
政
水
産
課
分
室
内
）

☎
４
４

－

２
１
９
８

◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

健
康
増
進
係　

☎
５
１

－

１
２
３
４

◎
問
い
合
わ
せ　

神
埼
市
母
子
保
健
推
進
協
議
会　

神
埼
支
部　
（
神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
５
１

－

１
２
３
４

○
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
出
場
者
募
集

　

ダ
ン
ス
・
歌
・
演
奏
・
よ
さ
こ
い

　

な
ん
で
も
O
K
!!

　

ス
テ
ー
ジ
で
思
い
出
を
つ
く
り
ま

せ
ん
か
？

○
出
店
者
募
集（
飲
食
・
物
販
・
Ｐ
Ｒ
等
）

　

テ
ン
ト
、
ブ
ー
ス
を
用
意
し
ま
す
。

　

地
域
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
頑
張

る
人
を
募
集
し
ま
す
！

【
ハ
ン
ギ
ー
ま
つ
り
】

○
開
催
日

　

８
月
９
日
（
土
）

○
開
催
場
所

　

昼　

千
代
田
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
前

　
　
　

城
原
川
親
水
公
園

　

夜　

神
埼
市
役
所
千
代
田
支
所

　
　
　

南
側
駐
車
場

○
申
込
期
間

　

６
月
30
日
（
月
）
ま
で

　

ご
家
庭
で
使
わ
な
く
な
っ
た
子
ど
も
服
や
育
児
用

品
な
ど
眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

バ
ザ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
無
償
で
提
供
し

て
い
た
だ
け
る
方
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
募
集
期
間　

　

６
月
６
日
（
金
）
～
６
月
11
日
（
水
）

　

※
土
日
除
く

○
受
け
付
け
ら
れ
な
い
も
の

　

シ
ミ
・
汚
れ
の
あ
る
も
の
、
下
着
類
、
食
べ
物
、

ぬ
い
ぐ
る
み
な
ど

○
持
込
の
注
意
点

・
哺
乳
瓶
、
搾
乳
器
な
ど
は
、
未
使
用
の
も
の

・
絵
本
は
、
月
刊
誌
や
雑
誌
以
外
の
も
の

 

お
ゆ
ず
り
会

○
日
時　

６
月
13
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

○
場
所　

神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー

『
歯
と
口
は
健
康
・
元
気
の
源
だ
』

　

�

（
平
成
26
年
度
標
語
）

　
「
い
つ
ま
で
も
美
味
し
く
、
そ

し
て
、
楽
し
く
食
事
を
と
る
た
め

に
、
口
の
中
の
健
康
を
保
っ
て
ほ

し
い
」
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、

「
80
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を

20
本
以
上
保
と
う
」
と
い
う
「
８

０
２
０
運
動
」
を
積
極
的
に
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
小
さ
い
う
ち
か

ら
正
し
い
習
慣
を
身
に
付
け
、
定

期
的
な
歯
科
健
診
を
受
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ご
家
族
一

緒
に
歯
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
、

よ
り
よ
り
習
慣
づ
く
り
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

「
春
の
農
作
業
安
全
運
動
」

実
施
中

◎
問
い
合
わ
せ

　

農
政
水
産
課　

農
業
水
産
振
興
係

�

☎
３
７

－

０
１
１
７

　

農
繁
期
は
農
作
業
事
故
が
多
発
す

る
時
期
で
す
。
慣
れ
た
作
業
で
も
思

わ
ぬ
事
故
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、慎
重
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
ト
ラ
ク
タ
ー
等
を
運
転
す
る
と
き

は
、
道
路
の
路
肩
や
ほ
場
の
出
入

り
口
、
傾
斜
地
で
の
転
倒
、
転
落

に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
作
業
を
始
め
る
前
に
は
、
農
機
具

の
取
扱
説
明
書
の
確
認
や
、
整
備

点
検
、
安
全
な
運
転
操
作
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

・
機
械
の
修
理
・
点
検
や
稲
わ
ら
等

を
除
去
す
る
と
き
は
、
必
ず
エ
ン

ジ
ン
を
停
止
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

・
機
械
に
衣
服
が
巻
き
込
ま
れ
な
い

よ
う
、
作
業
に
適
し
た
服
装
で
作

業
し
ま
し
ょ
う
。

○
運
動
期
間　

６
月
30
日
ま
で
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各課からのお知らせ

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ　

夏
休
み
入
会
申
込
受
付
中

教
育
委
員
会
委
員
と
監
査
委
員
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

交
代
さ
れ
ま
し
た

農
業
委
員
会

選
任
委
員
の
ご
紹
介

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課　

社
会
教
育
係　
　

☎
４
４

－

２
７
３
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
央
公
民
館
係　

☎
５
３

－

２
３
２
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

脊
振
公
民
館
係　

☎
５
９

－

２
１
３
１

◎
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

人
事
係　

☎
３
７

－

０
１
０
０

◎
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会
事
務
局

�

☎
３
７

－

０
１
０
８

　

保
護
者
が
働
い
て
い
る
な
ど

の
理
由
で
、
昼
間
家
に
保
護
者
等

の
い
な
い
児
童
を
預
か
り
、
遊
び

を
中
心
と
し
た
指
導
を
通
じ
て
児

童
の
安
全
と
健
全
育
成
を
図
る
た

め
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

　

夏
休
み
に
お
い
て
入
会
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

○
対
象

　

小
学
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

○
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

①
児
童
ク
ラ
ブ
入
会
申
込
書

②
勤
務
証
明
書（
児
童
の
保
護
者
）

※
65
歳
未
満
の
同
居
の
祖
父
母

③
傷
害
保
険
料（
年
額
８
０
０
円
）

④
児
童
健
康
等
生
活
調
査

⑤
誓
約
及
び
承
諾
書

　

②
～
⑤
を
新
年
度
既
に
提
出
さ

れ
て
い
る
方
は
、
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
②
に
つ
い
て
は
、

勤
務
場
所
等
、
変
わ
ら
れ
て
い
る

場
合
は
再
度
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
利
用
さ
れ
て
い
る
方
で
引

き
続
き
利
用
さ
れ
る
方
は
、
書
類

提
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
利
用
さ
れ
な
い
場
合
は
一
時

退
会
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
開
設
時
間

　

午
前
７
時
～
午
後
６
時

○
負
担
金
（
夏
休
み
期
間
分
）

　

４
，０
０
０
円

※
会
費
（
お
や
つ
代
等
雑
費
）
が

別
途
必
要
で
す
。

○
申
込
締
切
日　

６
月
30
日（
月
）

※
締
め
切
り
厳
守

○
注
意
事
項

・
長
期
休
暇
の
み
利
用
者
の
土
曜

日
入
会
は
不
可
。

・
終
了
時
間
の
午
後
６
時
ま
で
に

は
、保
護
者
の
迎
え
が
必
要
で
す
。

・
弁
当
、
水
筒
等
持
参

○
教
育
委
員
会
委
員

　

４
月
28
日
の
市
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、
田
代
高
規
氏
、
實
松
輝
江
氏
が

教
育
委
員
と
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
４
年
で
す
。

　

さ
ら
に
、
５
月
９
日
に
教
育
委
員
会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
教
育
委
員
長

に
實
松
輝
江
氏
、
教
育
長
に
田
代
高
規
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
９
日
付
け
で
村
岡
日
出
男
氏
（
教
育
委
員
長
）、
實
松
信
子

氏
（
教
育
長
）
が
任
期
満
了
に
よ
り
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。

○
監
査
委
員

　

４
月
30
日
の
市
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
、
５
月
１
日
付
け
で
監

査
委
員
に
木
原
憲
治
氏
、
５
月
10
日
付
け
で
牟
田
信
行
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
４
年
で
す
。

　

ま
た
、
４
月
22
日
付
け
で
中
野
均
氏
、
５
月
９
日
付
け
で
倉
谷
勝
英
氏
が

任
期
満
了
に
よ
り
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

４
月
30
日
に
神
埼
市
農
業
委
員
会

の
議
会
推
薦
委
員
と
し
て
、
片
江
護

氏
・
廣
瀧
恒
明
氏
に
選
任
証
書
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
28
年
３
月
19
日
ま

で
で
す
。

　

選
任
委
員
（
学
識
経
験
者
）
は
、

農
業
全
体
に
つ
い
て
の
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
の
で
、
悩
み
事
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
片
江　

護
氏　
（
学
識
経
験
者
）

＊
廣
瀧
恒
明
氏
（
学
識
経
験
者
）

實松輝江氏
（教育委員長）

木原憲治氏
（監査委員）

田代高規氏
（教育長）

牟田信行氏
（監査委員）
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◆地元産の特産品や新鮮野菜などを販売しています　～納入会員募集中！～
物産館情報

吉野ヶ里　遊・学・館　～６月の「野菜の日」～

高取山公園「わんぱく館」

「新鮮野菜袋詰めイベント」

◆８日（日）9：00 ～
　 大串製菓の和菓子をおふるまい
　（先着50人）
◆19日（木）9：00 ～
　「お楽しみ抽選会」（先着60人）
　抽選で採れたて新鮮野菜などをプレゼント
○手作りお惣菜販売中！
○新規会員（出品者）を募集しています。
　詳しくはお問い合わせください。
○毎月第１土曜日開催の「櫛田の市」に出店販売しています。
○神埼麺やその他特産品の地方発送もしています。

「くねんワン」
「くねんニャン」の
ゆるキャラグッズ

販売中!!

　地元でとれた新鮮野菜の袋詰めイベ

ントを行います。野菜の内容は、当日

店頭でお知らせします。

○期間　７月12日（日）から開始

　　　　※８月30日（日）までの土曜、

　　　　　 日曜、祝日のみ開催

○料金　 １袋100円

◎問い合わせ

　 高取山公園　

　 ☎51－9020

物産所名 営業時間 問い合わせ先

吉野ヶ里
遊・学・館

９：00 ～ 18：00
（定休日：毎週水曜日）

吉野ヶ里　遊・学・館
（神埼駅北口）☎53－8587
商工観光課　商工観光係
☎37－0107

高取山公園
わんぱく館

９：00 ～ 18：00
（休園日：第2・4水曜日）

高取山公園　わんぱく館
☎51－9020

菱の里ちよだ ９：00 ～ 16：00
（営業日：木・金・土曜日）

菱の里ちよだ　☎44－6092
千代田支所　農政水産課分室
☎44－2198

地域・家庭・学校支援コーディネーター“おむすびチーム”からのお知らせ

月 日（曜） 内　　　容 場　　所

６月

２日（月） ほっとサロン
（10:30 ～ 14:30）

脊振公民館
２階和室

15日（日） 吉村春生先生を囲んで座談会
（10:00 ～ 11:30）

千代田町保健センター
１階和室

27日（金）
ほっとサロン

（10:30 ～ 14:30）
10：00からリトミックを開始

神埼町保健センター
１階和室

※どの会も参加は自由です。詳細は、「おむすび６月号」(脊振公民館、
　 神埼市役所、千代田支所、保健センターなどに設置）をご覧ください。

○問い合わせ　神埼市教育委員会おむすびチーム　☎44－2731　

友だちの家や実家に立ち寄る感じ
で、お気軽にどうぞ！
子育ての情報交換の場としておしゃ
べりしませんか。

「学校を休みがち」「うちの子ちょっ
と心配」など話してみませんか。秘
密は守ります。

子育てや家庭学習に関する相談にのったり、親子で参加する様々な取り組みや講座などの学習機会、地域の情報などを提供し、
家庭教育を応援するチームです。

住まいの事なら 小さなことでも
　　気軽にご相談ください！

水もれ・つまり・温水器修理
建具・サッシ修理・大工工事
床鳴り・床張り替え
防虫害鳥対策・シロアリ・塗装
クロス・ハウスクリーニング
ペット用造作・リフォーム
★住宅メンテナンス診断士資格有

クリーニングから
取り付けまで！

住まいの便利屋

ほんとに何でもやってます

司法書士　すえなが総合事務所
℡0952－52－2079（神埼サピエより南に100ｍ）

相談して良かった・頼んで良かった
相続・遺言・不動産登記・商業、法人登記
成年後見・借金問題（相談室あります・秘密厳守）

料金の見積り等も、気軽にお尋ね下さい

司法書士　末永博義・井上智史

営業時間　午前８：00～午後６：00
時間外も、電話予約OK

有
料
広
告

有
料
広
告
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～
市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

有
料
広
告
募
集
中
～ 

詳
し
く
は
、
神
埼
市
役
所　

市
長
公
室
（
☎
３
７
‐
０
０
８
８
）
ま
で

● 

募　

集 

●

● 

お
知
ら
せ 

●

脊
振
観
光
プ
ー
ル
管
理
・
監
視
員

野
菜
・
花
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

放
送
大
学
10
月
入
学
生

６
月
は
環
境
月
間
で
す

市
営
住
宅
入
居
予
備︵
登
録
︶
者

○
業
務
内
容

　

脊
振
観
光
プ
ー
ル
の
管
理
、
監
視

○
勤
務
場
所

　

脊
振
観
光
プ
ー
ル
（
野
外
）

○
募
集
人
数　

10
人
程
度

○
賃
金
（
時
給
）
８
０
０
円

○
雇
用
期
間

　

７
月
19
日（
土
）～
８
月
31
日（
日
）

○
勤
務
形
態

・
午
前
９
時
～
午
後
５
時

・
１
日
３
人
勤
務

○
休
日

　

８
月
13
日
（
水
）
～
15
日
（
金
）

○
勤
務
条
件

　

社
会
保
険
、雇
用
保
険
の
適
用
な
し

○
応
募
資
格

　

体
力
に
自
信
が
あ
り
泳
げ
る
人

○
応
募
方
法

　

次
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
市
販
の
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
履
歴
書

（
顔
写
真
貼
付
）

②
官
製
は
が
き
（
返
信
先
記
入
）

○
選
考
方
法
　
書
類
選
考
・
面
接
等

○
受
付
期
間　

６
月
２
日
（
月
）
～

27
日
（
金
）

申

・
問

　

社
会
教
育
課 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　

☎
４
４

－

２
７
３
１

　

千
代
田
町
直
鳥
１
６
６
番
地
１

　

畑
を
お
持
ち
で
な
い
方
で
野
菜
・

花
づ
く
り
な
ど
を
楽
し
み
た
い
と
い

う
農
園
利
用
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
場
所　

直
鳥
ク
リ
ー
ク
公
園
内

　
「
菱
の
里
ふ
れ
あ
い
農
園
」

○
区
画
面
積　

１
区
画
10
坪
程
度

○
募
集
区
画

　

４
区
画
（
４
月
30
日
現
在
）

○
利
用
料
金

　

１
区
画　

年
額
６
，０
０
０
円

※
年
度
途
中
か
ら
の
利
用
料
金

　

月
割
計
算
（
１
ヶ
月
５
０
０
円
）

※
受
付
順
と
し
ま
す
。

申

・
問

　

農
政
水
産
課
分
室

　

☎
４
４

－

２
１
９
８

　

テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大

学
で
す
。
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学

を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た

い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
、
幅
広
い

世
代
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

詳
し
い
資
料
を
無
料
で
送
付
し
ま

す
の
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

○
募
集
学
生
の
種
類

①
教
養
学
部

・
科
目
履
修
生
（
６
ヶ
月
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

・
選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
し
、

　

６
月
の
１
ヶ
月
間
は
「
環
境
月

間
」
で
す
。
６
月
５
日
の
「
世
界
環

境
デ
ー
」「
環
境
の
日
」
を
中
心
と

し
て
世
界
的
に
環
境
保
全
を
目
的
と

し
た
催
し
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
こ
の
月
間
を
き
っ
か
け

に
「
地
球
温
暖
化
防
止
」「
循
環
型

社
会
や
自
然
共
生
社
会
」
に
つ
い
て

考
え
、
行
動
を
起
こ
し
ま
し
ょ
う
。

問

生
活
環
境
推
進
室 

生
活
環
境
係

　

☎
３
７

－

０
１
１
２

　

既
存
の
市
営
住
宅
で
空
家（
空
室
）

が
発
生
し
た
場
合
に
入
居
を
ご
案
内

す
る
入
居
予
備
者
を
募
集
し
ま
す
。

現
在
、
申
し
込
み
を
さ
れ
、
ま
だ
入

居
さ
れ
て
い
な
い
方
に
つ
い
て
も
、

再
度
、
提
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

【
申
込
書
の
配
布
】

○
と
き　

６
月
２
日
（
月
）
～

○
と
こ
ろ　

本
庁
建
設
課

○
受
付
期
間

　

６
月
９
日（
月
）～
20
日（
金
）（
土
・

日
を
除
く
。
午
前
９
時
～
午
後
５

時
）

申

・
問

建
設
課　

建
設
管
理
係

　

☎
３
７

－

０
１
０
３

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

・
全
科
履
修
生
（
４
年
以
上
在
学
し
、

卒
業
を
目
指
す
）

②
大
学
院

・
修
士
科
目
生
（
６
ヶ
月
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

・
修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

○
出
願
期
間

　

６
月
15
日
（
日
）
～

　
　
　
　

８
月
31
日
（
日
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
出
願
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

問

放
送
大
学
佐
賀
学
習
セ
ン
タ
ー

　
（
ア
バ
ン
セ
内
）

　

☎
２
２

－

３
３
０
８

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.ouj.ac.jp

有
料
広
告

有
料
広
告
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中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
の　
　

　
　
　

経
営
者
の
皆
さ
ま
へ

子
育
て
サ
ロ
ン
『
ひ
よ
こ
ク
ラ
ブ
』

佐
賀
県
が
ん
患
者
・　
　

　
　
　
　
　

家
族
の
集
い
の
会

神
埼
歩
こ
う
会　
　
　
　
　

　
　
　
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
例
会

カ
ヌ
ー
体
験
し
ま
せ
ん
か

　

初
心
者
で
も
簡
単
に
、
そ
し
て
楽

し
く
カ
ヌ
ー
を
体
験
で
き
る
よ
う
、

専
門
の
指
導
者
に
よ
る
カ
ヌ
ー
教
室

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

気
軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

○
と
き

　

６
月
か
ら
９
月
ま
で
の
土
・
日
・

祝
日
、
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
７
月
19
日（
土
）～
８
月
31
日（
日
）

ま
で
は
、
火
曜
日
を
除
き
、
毎
日

体
験
で
き
ま
す
。

※
天
候
な
ど
に
よ
り
、
休
み
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。　

○
と
こ
ろ　

神
埼
市
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
艇
庫

○
料
金
（
１
艇
あ
た
り
）
２
０
０
円

※
初
め
て
体
験
を
希
望
さ
れ
る
場
合

や
、
団
体
で
ご
利
用
さ
れ
る
場
合

は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問

社
会
教
育
課 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　

☎
４
４

－

２
７
３
１

　

個
人
保
証
な
し
で
金
融
機
関
か
ら

融
資
を
受
け
た
り
、
事
業
が
破
綻
し

て
も
一
定
の
生
活
費
等
を
残
す
こ
と

が
で
き
る
ル
ー
ル
が
で
き
ま
し
た
。 

◇
経
営
者
保
証
に
依
存
し
な
い
融
資

や
、保
証
債
務
の
整
理
に
つ
い
て
、

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
金
融

機
関
と
相
談
し
て
、
個
人
保
証
を
提

供
せ
ず
に
資
金
調
達
を
し
た
い
方
、

個
人
保
証
債
務
の
整
理
を
し
た
い
方

は
左
記
の
機
構
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
必
要
に
応
じ
て
無
料
で
専
門
家

を
派
遣
し
ま
す
。

（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

九
州
本
部

☎
０
９
２

－

２
６
３

－

０
３
０
０

◇
政
府
系
金
融
機
関
で
も
経
営
者
保

証
を
求
め
な
い
資
金
繰
り
支
援
を

強
化
し
ま
す
。

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
で
は
、
中
小

企
業
向
け
の
経
営
者
の
個
人
保
証
を

免
除
・
猶
予
す
る
特
例
制
度
に
つ
い

て
、積
極
的
に
対
応
し
ま
す
。 

ま
た
、

小
規
模
事
業
者
向
け
に
個
人
保
証
免

除
の
特
例
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

日
本
政
策
金
融
公
庫

　

☎
０
１
２
０

－

１
５
４

－

５
０
５

○
と
き　

７
月
７
日
（
月
）

　

午
後
０
時
30
分
～
４
時
ま
で

　
（
開
場
午
前
11
時
か
ら
）

○
と
こ
ろ　

佐
賀
県
総
合
保
健
会
館

　

佐
賀
市
天
神
一
丁
目
４

－

45

○
対
象
及
び
定
員

　

が
ん
患
者
・
そ
の
家
族

　
（
30
人
・
受
付
順
）

○
内
容

　

午
前
11
時
～

　
「
く
つ
ろ
ぎ
喫
茶
」
で
お
飲
物
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

　

※
お
食
事
さ
れ
た
い
方
は
持
込
可

・
集
い
の
会

　

午
後
０
時
30
分
～
１
時
30
分

　

超
簡
単
！
手
作
り
キ
ャ
ン
ド
ル
を

　

つ
く
ろ
う

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

　

親
睦
・
交
流
会

○
参
加
料　

３
０
０
円
／
一
人

○
申
込
方
法

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
家
族

同
伴
の
有
無
を
電
話
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

○
申
込
期
限　

７
月
２
日
（
水
）

問

公
益
財
団
法
人

　

佐
賀
県
総
合
保
健
協
会

　

☎
２
７

－

４
６
６
６

※
電
話
受
付
は
毎
週
月
・
水
・
金
の

み　

午
前
10
時
～
午
後
１
時
、　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

～
市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

有
料
広
告
募
集
中
～ 

詳
し
く
は
、
神
埼
市
役
所　

市
長
公
室
（
☎
３
７
‐
０
０
８
８
）
ま
で

　

毎
月
１
回
市
内
・
外
で
10
㎞
程
度

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
参
加
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

○
と
き　

６
月
６
日
（
金
）

　

午
前
９
時
～

○
集
合
場
所
　

　

神
埼
市
中
央
公
民
館
北
側
駐
車
場

○
行
き
先　

　

神
埼
市
内
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
ヤ
ク

ル
ト
佐
賀
工
場
見
学

※
雨
天
時
は
原
則
中
止

※
年
会
費　

１
，５
０
０
円

問

江
頭　

☎
５
２

－

３
８
６
６

有
料
広
告

有
料
広
告

○
と
き
・
内
容

【
６
月
】（
毎
週
月
曜
日
開
催
）

・
２
日　

お
と
う
さ
ん
あ
り
が
と
う

・
９
日　

赤
ち
ゃ
ん
サ
ロ
ン
（
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
※
要
予
約

・
16
日　

お
は
な
し
会

・
23
日　

新
聞
紙
で
遊
ぼ
う
！

・
30
日　

体
を
使
っ
て
遊
ぼ
う
！

（
園
庭
開
放
日
）

　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

　
（
受
付　

午
前
10
時
～
）

※
予
約
不
要
。
時
間
内
は
随
時
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
９
日
の
赤
ち
ゃ
ん
サ
ロ
ン
は
、
生

後
２
ヶ
月
～
１
歳
の
誕
生
日
ま
で

の
乳
児
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

先
着
10
人
ま
で
。

○
と
こ
ろ

　

大
立
寺
幼
稚
園

　

子
ど
も
の
家
保
育
園

　

☎
４
４

－

３
１
４
４
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司
法
書
士
に
よ
る
成
年
後
見
制
度

　
　
　
　
　

入

門

講

座

千
代
田
町
地
域
ケ
ア
会
議　
　
　

市
民
公
開
講
座　
　
　
　
　
　

「
認
知
症
を
知
ろ
う
」　　

点
字
・
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門

21
世
紀
社
会
福
祉
セ
ミ
ナ
ー

発
達
障
が
い
者
専
門
相
談
窓
口

精
神
科
救
急
医
療　
　
　
　

　
　
　
　

電
話
相
談
窓
口

中
小
企
業
向
け　

出
張
金
融
相
談

　

佐
賀
県
立
盲
学
校
で
は
左
記
の
要

領
で
公
開
講
座
を
行
い
ま
す
。

○
と
き
　

　

７
月
25
日（
金
）、８
月
１
日（
金
）、

８
日（
金
）、22
日（
金
）、29
日（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

※
全
日
程
参
加
で
き
る
方
の
み
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
と
こ
ろ　

佐
賀
県
立
盲
学
校　

図

書
室
・
パ
ソ
コ
ン
室

○
費
用　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
金
な
ど
を
別
途
い
た

だ
き
ま
す
。（
１
，０
０
０
円
程
度
）

○
内
容
　

　

点
字
の
基
礎
・
パ
ソ
コ
ン
点
訳

○
応
募
期
間

　

６
月
23
日
（
月
）
～
27
日
（
金
）

○
受
付
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
電
話
で
受
け
付
け
後
、
申
込
用
紙

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
折
り
返
し

ご
返
送
く
だ
さ
い
。

○
定
員
　

　

先
着
12
人
（
高
校
生
以
上
）

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
切
。

申

・
問

　

佐
賀
県
立
盲
学
校

　

担
当　

林
、
深
潟

　

☎
２
３

－
４
６
７
２

　

経
済
的
困
窮
者
や
社
会
的
に
孤
立

し
て
い
る
人
々
の
支
援
の
在
り
方
に

つ
い
て
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。

○
と
き　

６
月
29
日
（
日
）

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

　

受
付
は
午
後
０
時
30
分
か
ら

○
と
こ
ろ　

ア
バ
ン
セ
ホ
ー
ル

○
講
師 

熊
木
正
人
氏
（
厚
生
労
働
省

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
室 

室
長
）

○
定
員　

３
０
０
人

○
参
加
費　

無
料

○
申
込
期
限　

６
月
27
日
（
金
）

○
主
催　

公
益
社
団
法
人　

佐
賀
県

社
会
福
祉
士
会

問

佐
賀
県
社
会
福
祉
士
会

　

☎
３
６

－

５
８
３
３

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

３
６

－

６
２
６
３

～
市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

有
料
広
告
募
集
中
～ 

詳
し
く
は
、
神
埼
市
役
所　

市
長
公
室
（
☎
３
７
‐
０
０
８
８
）
ま
で

○
と
き　

７
月
26
日
（
土
）

　

午
後
１
時
～
５
時

○
と
こ
ろ　

唐
津
市
高
齢
者
ふ
れ
あ

い
館
り
ふ
れ

○
定
員　

50
人

○
受
講
料　

無
料

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申

・
問

　
（
公
社
）
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
佐
賀
支
部

　

☎
２
９

－

０
６
２
６

※
毎
週
火
曜
日
午
後
６
時
～
７
時
30

分
ま
で
成
年
後
見
・
相
続
・
遺
言

電
話
無
料
相
談
（
☎
２
９

－
０
６

３
５
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
内
容

　

映
画
「
ペ
コ
ロ
ス
の
母
に
会
い
に

行
く
」
を
上
映
し
ま
す
。

○
と
き　

７
月
19
日
（
土
）

　

開
場　

午
後
１
時
30
分

　

開
演　

午
後
２
時　

○
と
こ
ろ　

は
ん
ぎ
ー
ホ
ー
ル

※
入
場
無
料
。
た
だ
し
６
月
16
日

（
月
）
か
ら
左
記
の
場
所
で
配
布

す
る
整
理
券
が
必
要
で
す
。

問

お
た
っ
し
ゃ
本
舗　

神
埼
南

　
（
千
代
田
支
所
内
）

　

☎
３
４

－

６
０
８
０

● 

相　

談 

●

　

申
し
込
み
、
返
済
の
見
直
し
や
経

営
課
題
解
決
の
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。
相
談
料
は
無
料
で
す
。

○
と
き　

６
月
16
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
と
こ
ろ　

神
埼
市
商
工
会　

本
所

　
（
☎
５
２

－

７
１
３
１
）

問

佐
賀
信
用
保
証
協
会 

業
務
一
課

　

☎
２
４

－

４
３
４
２

　

発
達
障
が
い
児
（
者
）
や
そ
の
ご

家
族
な
ど
の
相
談
を
専
門
相
談
員
が

お
受
け
し
ま
す
。
ま
た
ケ
ー
ス
に
応

じ
て
適
切
な
医
療
機
関
、
相
談
機
関

な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
要
予
約

○
と
き　

６
月
23
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

○
と
こ
ろ　

神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

そ
れ
い
ゆ

　

☎
０
９
０

－

６
２
９
６

－

７
５
５
０

　

精
神
疾
患
の
た
め
緊
急
の
医
療
を

必
要
と
す
る
精
神
障
が
い
者
等
の

方
々
に
対
し
、適
切
な
医
療
の
確
保
・

保
護
を
図
る
た
め
の
窓
口
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

24
時
間
３
６
５
日
体
制
で
専
門
ス

タ
ッ
フ
が
救
急
相
談
に
対
応
し
、
必

要
に
応
じ
て
受
診
可
能
な
医
療
機
関

の
紹
介
等
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

☎
２
０

－

０
２
１
２

※
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
が
あ
る

場
合
は
、
ま
ず
は
そ
ち
ら
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問

高
齢
障
が
い
課 

高
齢
障
が
い
係

　

☎
３
７

－

０
１
１
１

募集種目 受験資格 受付期間 １次試験日 試験場
航空学生 高卒（見込含）21歳以上の方

８月１日（金）～９月９日（火）
９月23日（火・祝）佐賀青年会館

一般曹候補生
（男女） 18歳以上27歳未満の方 ９月20日（土） 佐賀ＪＡ会館

鳥栖サンメッセ
自衛官候補生 18歳以上27歳未満の方 男子 ８月１日（金）～９月９日（火）

女子 ８月１日（金）～９月９日（火）９月29日（月） 目達原駐屯地
※自衛隊採用試験制度説明会を開催します。【１回目】○とき：７月13日（日）10：00～15：00　○ところ 神埼中央公園体育館会議室

【２回目】○とき ７月20日（日）10：00 ～ 14：00　○ところ	脊振支所会議室　【対象者】高校生・大学生・父兄の方・一般の方など
【説明種目】平成26年度自衛官採用全種目（自候生・曹候生・航空学生・防大・防医大（医学・看護）・高等工科など）

◎問い合わせ先　自衛隊佐賀地方協力本部　鳥栖地域事務所　☎0942－83－4077
　　　　　　　　神埼市役所　市長公室　☎37－0088自衛官募集案内自衛官募集案内自衛官募集案内
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くらしの相談（行政書士会　東部支部）

司法書士無料相談

アバンセの女性総合相談

行政・人権相談

家庭児童相談・母子自立支援相談

消費生活相談

もの忘れ相談室

いじめ・体罰・悩み等電話相談

いじめ・体罰等相談窓口

と　き ところ

６月
6日（金）

10：00～12：00

神埼市役所 ３－３会議室東側
13日（金） 千代田支所 ２－３会議室

７月
4日（金） 神埼町保健センター２階研修室
11日（金） 千代田支所 ２－３会議室

○内容　遺言、相続、土地の境界、離婚、農地転用など

と　き ところ

６月

2日（月） 13：00～16：00 神埼市役所 ３－２会議室
千代田支所 １－１会議室

9：00～12：00 脊振支所 １号会議室
10日（火） 13：00～16：00 千代田支所 ２－３会議室
16日（月） 神埼市役所 ３－３会議室
20日（金） 9：00～12：00 脊振支所 １号会議室

７月
8日（火） 13：00～16：00 千代田支所 ２－３会議室
11日（金） 9：00～12：00 脊振支所 １号会議室
28日（月） 13：00～16：00 神埼市役所 ３－２会議室

○内容　国や県、市など行政機関の業務に関する苦情・要望
　　　　人権に関わる困りごとや心配ごとなど

◎問い合わせ　神埼市役所　　市長公室　　　　　☎37－0088
　　　　　　　千代田支所　　総合窓口課　　　　☎44－2111
　　　　　　　脊振支所　　　総合窓口課　　　　☎59－2111

○と　き　６月19日（木）  10：00～ 12：00
○ところ　神埼市役所　１－１会議室
○定　員　４人（１人30分）　　※要予約
○受　付　６月16日（月）まで
◎問い合わせ
　神埼市役所　市長公室　☎37－0088

【法律相談】※要予約
女性の弁護士が相談をお受けします。
○と　き　６月７日（土）、19日（木）
　　　　　13：00～ 16：00

【こころの相談】※要予約
女性の臨床心理士が相談をお受けします。
○と　き　６月21日（土）　14：00～16：00
◎相談・問い合わせ　
　アバンセ女性総合相談　☎26－0018

　家庭での子どもに関する悩み事、児童に関する問題、母子
家庭等・寡婦の方の自立支援のための相談など、お気軽にご
相談ください。
○と　き　月曜日～金曜日（祝日を除く）
　　　　　 9：00～ 12：00、13：00～ 16：00
○ところ・問い合わせ
　神埼市役所　福祉課　☎37－0110

と　き　 ところ・問い合わせ

毎週火・金曜日
  9：00～12：00
13：00～15：00
（祝日を除く）

神埼市役所  商工観光課  ☎37－0107

毎週木曜日 吉野ヶ里町（東脊振庁舎）☎37－0350

毎週月・水曜日 みやき町（三根庁舎）☎0942－96－5534

第２・４金曜日 上峰町役場　☎52－2181

毎　　日   9：00～17：00 佐賀県消費生活センター　☎24－0999

※消費生活相談窓口は広域連携をしていますので近隣市町でも相談可能です。

　神埼市内にお住まいの方で、もの忘れや認知症について不
安に思っている方・そのご家族など専門の医師が相談に応じ
ます。ただし、すでに専門医を受診されている方、もの忘れ
や認知症で治療されている方は除きます。
○と　き　６月20日（金）15：00～ 17：00
○ところ　神埼町保健センター
○受　付　当日の11：00まで　※要予約
○定　員　３人（１人40分程度）
◎予約・問い合わせ
　神埼市役所　高齢障がい課（おたっしゃ本舗神埼）　
　☎37－0111

　いじめや不登校・しつけなど、学校や家庭生活の中での心
配ごとや悩みごとなど、ひとりで悩まないで気軽にご相談く
ださい。秘密は厳守します。
○と　き　月・木曜日（祝日を除く） 8：30～ 17：15
○ところ　千代田支所　２－３会議室
◎相談専用電話　☎44－5622

　教育委員会では、いじめ・体罰等相談窓口を設置してい
ます。
○と　き　月～金（祝日を除く）8：30～ 17：15
○ところ　教育委員会　学校教育課
◎問い合わせ
　神埼市教育委員会　学校教育課　☎44－2384

まずは法テラスへ
　法テラスは、法的トラブルをかかえた方々に、解決への
きっかけとなる情報やサービスを提供しています。
※収入・資産が一定基準以下の方が対象です。
◎問い合わせ　法テラス佐賀　☎050－3383－5510

身体障がい者相談

心配ごと相談（社会福祉協議会）
　何か困っていること、思い悩んでいることなどありません
か？日常生活や健康、経済面などさまざまな心配ごとに関す
る相談を受け付けています。

と　　き ところ
６月12日（木）

10：00～12：00
脊振町高齢者生活福祉センター

６月19日（木）
神埼町保健センター
千代田町福祉センター

※脊振町・神埼町で開催する心配ごと相談は、司法書士も担当します。	
◎問い合わせ　神埼市社会福祉協議会本所　☎59－2227

と　　き ところ

６月10日（火）10：00～12：00
千代田町福祉センター

神埼町保健センター

◎問い合わせ　神埼市役所　高齢障がい課　☎37－0111
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健 康

月 火 水 木 金 土 日
26 27 28 29 30 31

禁煙週間
（６月６日まで)

１

HIV検査普及週間
（６月７日まで)

２ ３ ４

歯と口の週間
（６月10日まで)

５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26〈脊振〉
住民総合健診

27〈脊振〉
住民総合健診

28〈脊振〉
住民総合健診

29

30
さわやか健康教室
参加者募集!!

（７月16日まで）

←お申込みいただいた方に、住民総合健診の案内やご希望の健診の受診票などをお送りします。→

←住民総合健診の案内やご希望の健診の受診票などが届きますので、ご確認をお願いします。→

詳細は16ページ
をご覧ください。 　始まります！住民総合健診!! 詳細は、６ページをご覧ください。

　脊振会場は、「脊振勤労者体育館」です。
　市民の方であれば、お住まいの地区に関係なく、受診することができます
ので、この機会に、ぜひ脊振会場で、住民総合健診を受けてみませんか？
　なお、28日（土）は、歯とお口の健診（無料）も同時に受けることができます。

６月の健康カレンダー（成人版）

食中毒が心配な季節です
　食中毒は 年間を通じて注意が必要な病気ですが、特に夏は細菌による食中毒が発生しやすい季節です。食

中毒は、毎日食べている家庭の食事でも発生しています。普段、当たり前にしていることが、思わぬ食中毒を

引き起こすことがあるのです。家庭での発生では症状が軽かったり、発症する人が１人や２人のことが多いこ

とから風邪や寝冷えなどと思われがちで、食中毒とは気づかれず、重症化することもあります。

＜食中毒予防の３原則＞
✿食中毒菌を「付けない」：食材や手はもちろん、まな板や包丁もこまめに洗いましょう

✿食中毒菌を「増やさない」：調理したらすぐに食べ、保存する場合は冷ましてから冷蔵庫へ

✿食中毒菌を「やっつける」：肉は中心部まで十分に加熱しましょう

◎問い合わせ　健康増進課　健康増進係　☎51－1234

プレアホール神埼

まずはプレアホール神埼へご相談ください永久の旅立ち…

仏壇・仏具・仏壇クリーニング
墓石・墓石クリーニング・法名塔（名前入れ）
法事料理（四十九日・初盆・一周忌・三回忌等）
供養菓子・悲礼返し・礼品等
各種取扱い致しております。

ご葬儀について、『わからない…不安…』そんな方は、
事前相談、お見積り、会館見学、友の会会員募集等、随時受付けいたしております。
ご自宅への無料見積りも随時おこなっておりますのでお気軽にお電話下さい。

年中無休 24時間受付

株式会社ＪＡセレモニーさが
神埼市神埼町本堀2716-4

TEL.0952-55-8008 FAX.0952-55-8007

J A葬祭
その他取扱い商品

有
料
広
告

有
料
広
告
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こども健康カレンダー（６月１日～７月15日）

日 曜 祝 日 在 宅 当 番 医

と　き 事業名 受付時間 ところ 対象者

６月

２日（月）あかちゃん広場 13：15～13：30

神埼町保健センター

１歳未満の乳児

３日（火）ことばの相談（要予約） 13：30～16：30 １歳～就学前までの幼児

６日（金）すこやか子育て相談室（要予約） 13：30～16：30 ０歳～就学前までの乳幼児

９日（月）乳幼児相談 		9：30～11：00 ０歳～就学前までの乳幼児

10日（火）リトルわんぱくＫＩＤ’Ｓ 		9：30～10：00 脊振公民館 ０歳～就学前までの乳幼児

18日（水）
1歳6か月児健診（千代田地区） 13：00～13：30

千代田町保健センター
平成24年10月～11月生

フッ化物塗布（要予約） 12：40～13：00 １歳６か月児健診後～4歳未満

20日（金） 3歳児健診（神埼・脊振地区） 13：00～13：30

神埼町保健センター

平成22年９月～10月生

25日（水） 3～4か月児健診（神埼・脊振地区） 13：00～13：30 平成26年２月～３月生

７月
７日（月） あかちゃん広場 13：15～13：30 １歳未満の乳児

14日（月） 乳幼児相談 9：30～11：00 ０歳～就学前までの乳幼児

※診療時間　午前９時から午後５時まで

月　日 　実　施　医　療　機　関　 　実　施　医　療　機　関　

６月１日

（日）

目達原整形外科
吉野ヶ里町吉田2900
☎52－3717（整外）

福嶋内科医院
千代田町境原2496－3
☎44－2141（内・小）

６月８日

（日）

なかしま整形外科クリニック
神埼町本堀2934－25
☎51－1430（整外）

橋本病院
神埼町本告牟田3005
☎52－2022（外・内・胃・整外）

６月15日

（日）

小森医院
吉野ヶ里町豆田1254－2
☎52－1136（小・内）

しらいし内科
神埼町城原1256－1
☎52－3848（内・循）

６月22日

（日）

たけうち小児科医院
神埼町本堀2707-2
☎52－2524（小）

南医院
千代田町直鳥808－1
☎44－2777（外・胃・整外）

６月29日

（日）

中尾胃腸科医院
神埼町田道ヶ里2284-1
☎52－3295（外・整外・胃・内）

久和会　和田医院
神埼町神埼293
☎52－2021（内・小・胃）

７月６日

（日）

山田こどもクリニック
神埼町田道ヶ里2394 ー 1
☎55－6566（小）

和田医院
千代田町嘉納1319－18
☎44－2046（内・小）

７月13日

（日）

最所医院
吉野ヶ里町吉田826－3
☎52－2452（内・胃・呼）

古賀内科
千代田町境原282－2
☎44－2311（内・小・胃）

日曜日の歯科診療
　（神埼地区歯科医師会も輪番制で担当しています）
　＜場所＞　佐賀市保健福祉会館（ほほえみ館内）
　＜診療時間＞　９：３０～１６：００
◎問い合わせ　　佐賀市休日歯科診療所　☎36－9164

◎問い合わせ　健康増進課　母子保健係
　　　　　　　（神埼町保健センター）　	☎51－1234
　　　　　　　千代田町保健センター	　☎44－2021

☆フッ化物塗布のご予約は、千代田町保健
　センターまでお願いします。

かるがもランド
お子様と一緒に楽しい時間を過ごしませんか 

○と　き　6月24日（火） 10：15（受付）～11：30
○ところ　神埼町保健センター
○内　容　未定（何をするかお楽しみ!!）
○主　催　神埼市母子保健推進協議会

　　就学前までのお子様と保護
者が対象です。

　　ティータイムもあります♪
　　

　　お友達をお誘い合わせのう
え、ご参加ください。

　※参加費は無料です。

◎問い合わせ　健康増進課　母子保健係　
　　　　　　　☎51－1234

神埼市神埼町志波屋3627
TEL 0952-53-1747
携帯 090-8836-5630

相談は、無料です。

行政書士

相続手続
土地や建物が亡くなった人の

名義になっている

遺言書
死んだら、家や土地の名義は
どうなるのだろう？

その他

（日本行政書士会登録番号 05410974）

建設業許可・産業廃棄物・
内容証明・車庫証明 等

ホームページ ゆずりは 神埼 検索 行政書士には守秘義務があります。お気軽にご連絡ください

有
料
広
告
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日 催　　物 開演 入場料 主　　催

６月１日（日） ＰＩＡＲＡピアノ・グレード演奏会 13:30 市民・会員無料 日本ピアノグレード認定協会佐賀支部
☎31-2273

６月12日（木） いきいき大学 10:00 会員
年会費1,000円

中央公民館
☎53－2325

６月15日（日） カラオケ喫茶ふるふる 第５回バリアフリー神埼 チャリティー歌謡ステージ 10:00 500円 カラオケ喫茶ふるふる
☎44－6074

６月20日（金） 仲代達矢＆仲代圭吾・行代美都「独り芝居とシャンソンのハートフルコンサート」 18:30 3,000円
（当日券　3,500円）

神埼市文化連盟　福田
☎44－4633

６月21日（土）
ピティナ・ピアノコンクール佐賀地区予選

13:30
市民・会員無料 全日本ピアノ指導者協会　佐賀支部

☎31－2273６月22日（日） 9:30

６月28日（土） ピティナ・ピアノステップ 9:30	
予定 無料

ピティナ佐賀葉隠ステーション
森　☎090－8762－9831
※開演時間変更の可能性あり。詳しく
は、上記電話番号までお尋ねください。

６月29日（日） 木原良子ピアノ教室発表会 13:30 無料 木原良子☎52－2423
※催物の内容については、主催者にお問い合わせください。
◎問い合わせ　千代田文化会館「はんぎーホール」　☎44－2051　（休館日：月曜日）

千代田文化会館「はんぎーホール」行事予定表

と  き ところ テーマ 講　師

６月12日（木） 千代田文化会館
はんぎーホール

ご縁を大切に
～いのちと家族～

専称寺住職
　川副　春海さん　

〈受付〉９：30～　〈講義〉10：00～11：30
※マイクロバスは脊振支所前を午前９時、
　神埼市中央公民館前を午前９時30分に
　出発します。ご利用の方は遅れないよう
　にご集合ください。

いきいき大学はいつでも入学できます。
脊振公民館、神埼市中央公民館仮事務所（神埼土木事務所１階）、千代
田支所社会教育課で、教材費を添えてお申し込みください（平日17時15
分まで）。講座日の会場でも手続きできます。　【教材費】年間 1,000円
◎問い合わせ　中央公民館係　☎53－2325

いきいき大学いきいき大学 60歳からの学びの舎60歳からの学びの舎６月
開催分

水車の里遊学館ギャラリー
と　き 内　　　　　容 材料費・準備品 主　　　催

６月11日（水）
13：30 ～ 15：00

楽しい絵手紙　体験してみませんか？
初めての方、どうぞお気軽においでください

200円
（ハガキ代ほか）

絵手紙サークル　根っこの会
　原　寿巳子　山口　政子

◎申込・問い合わせ　水車の里遊学館　☎53－8884　建設課　都市計画係　☎37－0103

２階ギャラリーで作品展を開催しませんか？
個人、団体、どなたでも!!

※希望される方は、使用日の10日前までに
申込書を提出してください。

◆開館時間　９：30 ～ 16：00
◆休館日　　毎週火曜日
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　「家読（うちどく）」は、家族で読書の習慣を共有することです。
　家族みんなで好きな本を読んで、読んだ本について話してみま
せんか。これが「家読（うちどく）」です。
　神埼市立図書館には、うちどくオススメの本がたくさんありま
すよ。利用してみませんか。

みんなで家読（うちどく）はじめよう!!

図書館名 開館時間 休館日 問い合わせ先

神埼市立図書館（仮設）
（神埼土木事務所１階）

9：00 ～ 18：00

火曜日・蔵書点検日
６月17日（火）～６月23日（月） 神埼市立図書館　☎53－2325

神埼市立図書館千代田分館
（千代田支所１階）

土・日曜日・蔵書点検日
６月20日（金）～６月23日（月） 社会教育課　☎44－2731

神埼市立図書館脊振分館
（脊振2000年館１階）

日曜日・蔵書点検日
６月24日（火）～６月27日（金） 脊振分館　☎59－2048

※図書館のホームページ　http://library.kanzaki.ed.jp

4月23日(水) ～ 5月12日(月)までは【こどもの読書
週間】でした。神埼市立図書館では来館者のおすす
めの本の掲示を行いました。

おすすめの本の紹介

『おばけでんしゃ』
うちだ　りんたろう作

神埼小　1年　女子

『チビまじょチャミー』
ふじ　まちこ　著

西郷小　1年　女子

スタンプキャンペーン
当選者発表

　今回も20人の方が当
選されました。当選者
番号を館内で発表して
おります。

『動物と話せる少女　
リリア－ネ』
タニヤ・シュテーブナー 著

仁比山小　４年　女子

『サバンナのサバイバル』
洪　在徹　著

神埼小　６年　男子

　利用者の方々とのふれあ
いを身近の感じられる場所
です。
　図書館にうれしいお手紙
をいただきました。
　抜粋ですが紹介します。

と
し
ょ
か
ん
の
み
な
さ
ま
へ

　

わ
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、
大
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本
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。
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仁
比
山
小　

２
年
生

「村上海賊の娘」上・下巻	
和田　竜	/著　新潮社

　本屋大賞に選ばれた本です。
　「のぼうの城」から４年の歳
月をかけた本です。

６月のおすすめの本 図書館　特別休館のお知らせ
　蔵書点検のため休館します。ご迷惑おかけしますが、
ご協力よろしくお願いします。

◎神埼市立図書館（仮設） ６月17日（火）～６月23日（月）
◎千代田分館　　　　　 ６月20日（金）～６月23日（月）
◎脊振分館　　　　　　 ６月24日（火）～６月27日（金）
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神埼市子育て支援
センターだより

　市では「神埼市子育て支援センタ－事業」を通じ、子育て支援、
遊びの場の提供、育児相談などに取り組んでいます。神埼市内に
お住まいの子育て中の親子であればどなたでも参加できます。ま
た、里帰り中の親子も参加できます。
 （対象児：生後6か月からの未就園児）

＊　ひ　だ　ま　り　の　会　＊
と　　き 対象年齢 内　　　容 ところ 申込締切日

６月

5日（木）

10:00 ～　　
　　11:30

全年齢児

歯のお話

千代田町保健センター

開催日の３日前　（電話
可;月～金曜日　祝日を
除く　9：00～16：00）

予約者多数の場合、お断
りする場合があります。

12日（木） かわいい手形
19日（木） 作って遊ぼう
26日（木） 新聞紙で遊ぼう

７月
3日（木） 七夕まつり

10日（木） 0,1歳児 スキンシップ遊び

《子育て相談》・・・誰でもありますよね。電話や窓口などで受け付けています。どなたでも気軽にご相談ください。
　　　　　　　　　　○とき　月～金曜日（祝日を除く）９：00 ～ 16：00

＊　６月のママサロン　＊
と　　き 対象 内　　容 ところ

 ３日（火）

10:00 ～ 11:30 ママ
身近な物で作ってみよう

千代田町保健センター
10日（火）
17日（火） 救急法
24日（火） 身近な物で作ってみよう

17日（火）…日本赤十字社佐賀県支部から、講師の先生をお招きし、講習を行います。病気や事故の予防や応急手
当等についてくわしく教えていただきます。15人まで託児有り。2日（月）から、予約受付開始します。
※詳細についてはお問い合わせください。

◎問い合わせ　神埼市子育て支援センター（千代田町保健センター内）　　　☎44－4908

新人さんいらっしゃい講座　第６弾　終わりました
　平成25年度、後半の３つのサークルの体験講座が終わりました。前半と合わせて６つのサークルで38人が
体験し、19人がそれぞれのサークルに入会を決めました。今回は男性の参加が多かったですね。どのサークル
も今後とも見学、体験できます。日程、費用など、詳しくはお問い合わせください。

◎問い合わせ　中央公民館係　☎53－2325

健康ストレッチ体操教室
　前半は軽快な音楽に合わせて足を止めずに軽いエアロビ
クス運動。今日の動きのパターンを右手、左足、後ろ、斜
め…と惑わされずにしっかり動きます。後半はゆったりし
た音楽の中でストレッチ。こわばっている筋や筋肉を伸ば
します。終わればさわやかな一日がスタートできます。

健康推進吹矢クラブ
　吹矢体操をして体を慣らしたら、さっそく吹矢の基本動作を教わり
ます。まず、的に向かって一礼。腹式呼吸で息をしっかりおなかに
入れたら、腹筋を使ってプッと矢を飛ばします。５本続けて矢を放っ
たら、一礼して終了。点数をチェックしてもらいます。ゆっくりした
一連の動作の中に健康になるための秘訣がいくつも入っていました。

すぎの子文庫
　右原団地の南にある小さな森の図書館。文庫開
設の由来や現在の活動をお話しました。小学校の
朝読書はこんな感じで…と読み聞かせしてみせた
り、本の貸出しの手続きを一緒にしたり。初めて
男性のスタッフを迎えることができました。
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郷土の先人たちの志と功績をご存知ですか

神埼の偉人 紹介します ⑧
　神埼郷土研究会が昨年度に出版した「神埼の偉人35」。神埼の名を広め、社会貢献した
偉人たちの功績を市民の皆さんに広く知っていただくため、市報でもご紹介しています。

（掲載文は冊子の文章を参考に再編集したものです）
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ま
し
た
。
旧
制
佐
賀
中
学
校
、
熊
本
第
５
高
等
学
校
、
東
京
帝
国
大

学
印
度
哲
学
科
を
卒
業
後
、
西
本
願
寺
執
行
所
に
入
り
宗
政
に
参
画
し

大
正
時
代
は
本
願
寺
の
枢
密
部
長
、
学
務
部
長
な
ど
主
要
ポ
ス
ト
を
務

め
ま
し
た
。

　

布
教
の
傍か
た
わ

ら
子
弟
の
教
育
に
も
力
を
注
ぎ
、
宗
教
の
道
か
ら
和
を
教

え
て
育
て
ま
し
た
。
大
正
13
年
に
、龍
谷
中
学
（
現
、龍
谷
高
校
）
校
長
、

昭
和
17
年
、
京
都
女
子
高
等
専
門
学
校
長
（
現
京
都
女
子
大
）
京
都
高

等
女
学
校
長
、
昭
和
22
年
に
は
再
び
、
龍
谷
中
学
校
長
と
な
り
ま
し
た
。

　

戦
後
は
郷
里
神
埼
に
帰
り
、
そ
れ
ま
で
の
宗
教
家
と
し
て
の
働
き
や

教
育
者
と
し
て
の
力
量
が
評
価
さ
れ
、
神
埼
町
町
長
と
な
り
ま
す
。
そ

の
後
も
経
歴
、
人
物
を
乞
わ
れ
、
佐
賀
県
社
会
教
育
委
員
長
、
佐
賀
県

公
安
委
員
長
等
の
公
職
を
務
め
ま
し
た
。

　

昭
和
41
年
に
は
、「
学
校
教
育
と

運
営
」
の
功
績
に
対
し
て
勲
五
等
双

光
旭き
ょ
く

日じ
つ

章
の
叙じ
ょ

勲く
ん

を
受
章
し
ま
し

た
。
受
章
に
当
た
り
「
澄
心
は
、
誰

か
ら
も
尊
敬
さ
れ
、
こ
の
人
く
ら
い

悪
口
を
言
わ
れ
た
り
、
敵
意
を
抱
か

れ
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
人
も
珍

し
い
」
と
、
佐
賀
新
聞
の
紹
介
記
事

で
も
優
れ
た
人
格
で
あ
る
こ
と
を

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

哀
浪
は
、
佐
賀
市
久
保
泉
町
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。
父
親
の
影
響
を
受

け
、
少
年
の
頃
か
ら
文
学
に
関
心
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
早
稲
田
大
学
に

進
学
後
、
詩
や
短
歌
を
全
国
歌
誌
に
送
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
家
庭
の
事
情
に
よ
り
大
学
を
途
中
で
辞
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、

郷
里
佐
賀
に
戻
り
、
母
校
で
あ
る
春
日
高
等
小
学
校
や
清
和
女
学
校
、
神
埼

農
学
校
（
現
在
の
神
埼
清
明
高
校
）
な
ど
に
も
勤
務
し
ま
し
た
。
そ
の
間
も
、

短
歌
作
り
に
情
熱
を
注
ぎ
、
郷
土
の
自
然
や
風
景
な
ど
を
歌
っ
た
短
歌
や
詩

な
ど
を
作
り
続
け
、
生
涯
で
約
１
万
首
の
短
歌
を
作
り
ま
し
た
。
歌
集
と
し

て
は
、昭
和
16
年
に
﹃
勝
烏
﹄
を
発
行
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
後
、﹃
脊
振
﹄﹃
早

春
﹄﹃
柿
百
首
﹄﹃
堤
防
﹄
等
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
神
埼
を
は
じ
め
と
し
て
、

九
州
の
自
然
や
風
景
を
歌
っ
た
多
く
の
短
歌
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

哀
浪
が
68
歳
に
な
っ
た
頃
か
ら
は
、
学
校
の
校
歌
の
作
詞
も
手
が
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
佐
賀
県
内
の
小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
を
中
心
に
50
有
余

の
校
歌
を
作
詞
し
て
い
ま
す
。
左
記
に
紹
介
し
た
の
は
、
神
埼
農
業
高
校
の

校
歌
で
す
。
昭
和
28
年
、
70
歳
の

時
に
作
詞
し
て
い
ま
す
。哀
浪
は
、

昭
和
14
年
か
ら
昭
和
16
年
ま
で
神

埼
農
業
学
校
に
国
語
の
教
師
と
し

て
勤
務
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

神
埼
農
業
高
校
や
神
埼
の
こ
と
を

よ
く
知
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
哀
浪
が
作
詞
し
た
校
歌
の
最

初
の
部
分
「
清
明
」
が
、
現
在
の

校
名
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

※
「
神
埼
の
偉
人
35
」
は
市
立
図
書
館
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▲浄光寺

『
清
明
す
で
に
仰
ぐ
青
空

 

山
峙
て
り
脊
振
我
ら
は
勢
ふ

 

学
ば
む
こ
の
窓
農
の
原
理
を

 

醒
せ
よ
際
な
き
大
地
の
夢
を

 
知
識
は
清
し
野
の
花
の

 
匂
う
が
如
く
徹
る
べ
し
』

32市報かんざき 2014. ６月号



33 市報かんざき 2014. ６月号

ＦＭ佐賀　
【放送時間】 毎週水曜
　　　　 　12：00～12：55
【ＦＭ佐賀のホームページ】
http://www.fmsaga.co.jp

間】毎週水曜
ＭＹ ＤＥＡＲ 神埼

FM佐賀
MY DEAR　神埼

～つれづれなるままに～
ナビゲーター：おのくみこ

　どうも！遂に「神レベルな晴れ女」と言う新しい
称号を頂いた『MY　DEAR神埼』のおのくみこです。
　いつもは毎週水曜日にFM佐賀のスタジオから放
送している『ＭＹ　ＤＥＡＲ神埼』が年に２回だ
け、公の面前に姿を現すのが九年庵の春と秋の一般
公開時ですが、今年は５月３日（土）から６日（火）
までの４日間の開催と言うことが決まり、番組で日
程を発表したところ、リスナーの皆さんから「水曜
日が入っていない！『MY　DEAR神埼』の公開生
放送はどうなるんだっ !?」と言う沢山の心配（？）
の声を頂きました。
　そこで、市役所の担当さんにお話をしたところ「公
開生放送をやった方が良いのであれば特別番組とし
てやっていいし、他に良いアイデアがあれば公開生
放送にこだわらず、それ以外の事をやっても構いま
せんよ！」という私達にとってはとっても有難いお
答えを頂きました。そこで、何か聴いてる方ともっ
ともっと密に交流を図る良い方法はないかしら？と
ボンヤリ（笑）と考え「そうだ！リスナーの皆さん
と九年庵へ行こう！そして一緒に楽しもう！」と言
う考えが閃きました♪　そんな思いつきだけで計
画したゆる～いリスナー会を兼ねた九年庵散策ツ
アーを５月５日（月）「ＭＹ　ＤＥＡＲ神埼GO ！
GO ！勝手にリスナー・ハイキング」（これも放送で
告知をしている時に閃いて勝手に命名ｗｗ）を実施！
どんな内容だったか？と言うと…
　午前10時半頃から（途中アニーでお弁当調達しよう
としたりで、結果私達が到着したのは10時45分過ぎ。
う～ん出だしからゆる～ぃｗｗ）九年庵が閉園する
午後４時頃まで、九年庵入口横の駐車場スペースに
用意した春の九年庵カラー『グリーンのテント』に

（ちなみに秋の九年庵でもこのグリーンのテントです
がなにか？ｗ）それぞれ都合のつく時間に来て、都
合の良い時間まで一緒に楽しい時間を過ごそう！と
言う自由参加、自由解散のゆる～いリスナー会で午
後２時頃からスタートするメインの九年庵散策では、
神埼市役所商工観光課の執行真知子さんのスペシャ
ル解説を聞きながら！と言う贅沢なプレミアム得点
が付いてるとは言え、全体的には『ゆるさ』を売り
とした散策ツアーでした。ところが、蓋を開けてみた
らこの『ゆるさ』が大好評！『キッチリとした時間が
決まってなかったので、安心して好きな時間に来てみ
ました！』と言うリスナーさんが、それこそ三々五々

思い思いの時間にの～んびりと集まってくれました。
　また、前日まではこの日は雨の予報が出ており、
私を始め集まって下さったリスナーの皆さん全員が
それぞれのＦＢ（フェイス・ブック）等で、当日の
お天気を心配されていた
んですが、こちらも朝か
ら若干小さな雨がパラっ
とした時があったものの、
ちょうど10時半過ぎから
は、お日様が顔を出し始
め、そこからみるみる晴
天に！＼(◎o◎) ／
　あるリスナーさんは後
日ご自身のＦＢに「神レ
ベル晴れ女のパーソナリティさんが晴ら
してくれた」と投稿、それを受けて同じく参加して下
さった他のリスナーさんも「おのさんの晴れ女パワー
の神レベルは、今日立証されたね。」（いずれも原文を
そのまま使用）とコメントしてくれていましたが、きっ
とこれは私の晴れ女パワーなのではなくイベントに参
加して下さった皆さんの「晴れて欲しい!!」そんな思
いが天の神様に通じて毎回毎回お天気にしてくれてい
たんだ！そんな事を感じた幸せな一日でした！
　そしてイベントタイトル通り午後４時頃までジャ
ンケン大会や雑談等で「ユルユル」な時間を過ごし
私の2014年のＧＷは幕を閉じたのでした。
　この日の模様は５月７日の「スマイル・ボイス」
のコーナーで紹介しています☆　詳しくはこの紙面
の右下に付いているＱＲコードからチェッ～ク♪
　最後に、この日忙しいＧＷ真っただ中に集まって
下さった皆さんと、見事晴れにしてくれた天の神
様！本当に本当にありがとーございました。
　また次回の『ＭＹ　ＤＥＡＲ神埼』ユルユルイベ
ントもお楽しみに～（＾ｖ＾）ﾃﾍﾍﾟﾛｯ♪

第２回
「～九年庵でユルリ～とした
� 暖かさに包まれた一日～」

有
料
広
告

有
料
広
告
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シ
リ
ー
ズ 

４

　

神
埼
市
内
に
は
同
じ
趣
味
を
持
つ
人
た
ち
が
集
ま
り
、
技
術
の
向
上
や
交
流

の
輪
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
サ
ー
ク
ル
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
ダ
ン
ス
を
通
し
て
健
康
の
維
持
や
増
進
と
、
仲
間
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
「
シ
ル
バ
ー
社
交
ダ
ン
ス
」
サ
ー
ク
ル
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　

シ
ル
バ
ー
社
交
ダ
ン
ス

　

シ
ル
バ
ー
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

は
、
代
表
の
石
松
茂
行
さ
ん
を
中
心
に
、

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
サ
ー
ク
ル
活

動
の
一
環
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
は
平
成
９
年
に
当
時
約
１
０

０
人
の
会
員
で
発
足
し
、
今
年
で
17
年

の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
現
在
の
会
員
は

60
歳
以
上
の
約
30
人
で
構
成
さ
れ
、
毎

月
３
回
、
マ
ン
ボ
や
ワ
ル
ツ
な
ど
の
曲

に
合
わ
せ
て
楽
し
く
練
習
を
重
ね
て
い

ま
す
。
練
習
の
合
間
に
は
、
良
か
っ
た

点
や
悪
か
っ
た
点
な
ど
を
会
員
相
互
で

話
し
合
っ
た
り
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
踊
り

の
再
確
認
を
す
る
な
ど
、
更
な
る
技
術

の
向
上
に
心
掛
け
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
練
習
の
成
果
は
、
老
人
ク
ラ

ブ
総
会
や
文
化
祭
な
ど
で
発
表
し
、

観
客
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

会
員
か
ら
は
「
動
き
を
合
わ
せ
る

こ
と
が
難
し
い
が
、
上
手
に
踊
れ
た

時
は
嬉
し
い
」「
ス
ト
レ
ス
解
消
に
な

る
」「
お
喋
り
が
楽
し
い
」
な
ど
、
前

向
き
な
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
ま
た
「
発

表
の
場
で
、
き
れ
い
な
ド
レ
ス
を
着

て
踊
れ
る
こ
と
が
嬉
し
い
」
と
、
い

つ
ま
で
も
若
く
、
美
し
く
あ
り
た
い

と
の
女
性
会
員
な
ら
で
は
の
言
葉
も

聞
か
れ
ま
し
た
。

　

サ
ー
ク
ル
で
は
、
男
性
会
員
が
全

体
の
４
分
の
１
程
度
で
著
し
く
不
足

し
て
い
る
こ
と
と
、
新
規
会
員
の
加

入
が
少
な
い
こ
と
が
悩
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。
石
松
代
表
は
「
か
つ
て
の

青
春
時
代
を
思
い
出
し
、
曲
に
合
わ

せ
て
楽
し
く
、
一
緒
に
ダ
ン
ス
を
踊

り
ま
せ
ん
か
」
と
、
社
交
ダ
ン
ス
へ

の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

◎問い合わせ
　石松　茂行さん
　☎53－0710

有
料
広
告

有
料
広
告

せっかく買ったパソコンが眠っている、
PCを買いたいので相談に乗ってほしい、

仕事、趣味で活用したい等々、何でもご相談下さい！

上峰町坊所3231－1－1－201 上峰中から300ｍ 駐車場完備

予約制　まずお電話を！担当：飯田恵子

土・日・祝も営業
（不定休）0952－52－8110

パソコン個別指導　生徒さん募集

ケイアンドジェイぱそこん教室

神埼市神埼町本堀 3187番地 3
（旧　松永嶺子事務所）
 ☎　　0952－53－5105
FAX　 0952－53－2713
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�

文
芸
コ
ー
ナ
ー

俳
句　
〈
ひ
し
の
実
会
〉

吾
が
里
は
水
淸
く
し
て
芹
の
花

�

藤
山　

初
次

炊
き
た
て
の
飯
に
酢
を
う
つ
春
祭
り

�

牟
田
口
則
子

薔
薇
の
花
燃
へ
て
激
し
き
恋
姿

�

香
月
富
士
雄

君
は
逝
け
る
春
と
い
う
字
を
法
名
に

�

井
上　

豊
美

鳩
の
巣
に
雛
の
声
す
る
朝
の
靄も

や

�

松
本　

都
子

着
こ
な
し
が
う
ま
く
て
年
を
忘
れ
さ
せ

�

田
中　

雅
代

消
費
税
ア
ッ
プ
や
っ
ぱ
り
買
い
替
え
る

�

佐
藤
久
仁
子

野
の
花
が
季
節
を
告
げ
る
散
歩
道

�

鵜
木
美
代
子

幸
せ
は
何
を
食
べ
て
も
う
ま
い
こ
と

�
吉
村　

民
子

五
人
共
薬
持
参
の
旅
の
友

�

森
﨑　

寛
次

大
あ
く
び
す
れ
ば
自
分
を
取
り
戻
す

�

眞
島　

壽
子

春
サ
ラ
ダ
新
玉
ね
ぎ
の
香
り
食
べ

�

兵
働　

己
登
子

透
析
の
無
き
日
や
春
の
馬
鈴
薯
を

�

畑
石
蝌
蚪
子

土
手
い
っ
ぱ
い
黄
色
に
染
ま
る
キ
ン
ポ
ー
ゲ

�

東
島
万
喜
子

飲
み
友
の
位
牌
に
そ
っ
と
酒
を
か
け

�

音
成　

市
次

退
会
の
言
葉
短
か
し
白
木
蓮

�

ひ　

よ　

子

川
柳　
〈
あ
お
ば
会
〉

眠
い
の
に
耳
の
あ
た
り
を
蚊
が
遊
ぶ

�

眞
島　

永
治

よ
し
書
こ
う
机
に
着
く
と
眠
く
な
る

�

　

森　

ミ
ズ
エ

短
歌

〈
神
埼
短
歌
会
〉

濃
く
あ
は
く
み
ど
り
の
波
の
う
ね
り
ゆ
く

風
と
穂
波
の
わ
か
き
戯
れ

�

中
原　
　

幸

城
原
の
敬
老
会
に
は
じ
め
て
の

「
佐
賀
に
わ
か
」あ
り
お
も
い
っ
き
り
笑
う

�

坂
井　

栄
子

「
有
難
う
！
」日
に
い
く
た
び
も
い
う
感
謝

子
に
ご
近
所
に
見
守
ら
れ
ゐ
て　
　
　
　

�

大
井　

さ
か
ヱ

時
ど
き
は
軋
む
自
転
車
連
れ
と
し
て

今
日
は
一
人
の
姉
を
尋
ぬ
る

�

城
島　

孝
子

歌
垣
の
な
だ
り
の
歌
碑
は
全
国
の
小
中
一

般
楽
し
く
読
み
ゆ
く

�

田
中　

と
代

新
緑
の
息
吹
に
む
せ
る
山
か
い
の

枯
れ
葉
の
朶
か
き
分
け
見
つ
け
し
蕨　
　

�

納
富　

茂
子

湯
の
町
の
印
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参考文献：『神埼町史』、『佐賀県の地名』平凡社、『角川日本地名大辞
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　神埼町の中心地で律令制下の官道や近世の長崎街道が通って
います。開発の歴史は古く、「肥前国風土記」にその名が見え
ます。地名の由来は、景行天皇が巡幸の折、荒ぶる神を鎮めら
れたため、それ以来二度と災いがなくなり、神からの幸福を与
えられるようになったので「神幸（かむさき）の里」と呼ばれ、
その後神埼と改められたといいます。神埼郡の郡家の所在地は
明らかではありませんが、一般に郡家の所在地名が郡名になる
ことが多いことから
今の１丁目から３丁
目あたりにあったも
のと推測されていま
す（神埼町史）。
　平安時代この地域
は神埼荘の中心部で、
その宗廟で鎮守でも
あった櫛田宮は数多
く の 文 献 に 見 ら れ、
創建も古く景行天皇の時と伝えられています。祭神は農業神と
しての奇稲田姫神（櫛名田比売神）が主神。２年に一度行われる
みゆき大祭で先払い役をつとめる大神楽と鍋島勝茂が奉納した一
の鳥居は石造肥前鳥居でともに県の重要文化財に指定されていま
す。神埼荘は「神埼ケ里」から発展したと考えられ、正応2年（1289）
の蒙古合戦勲功地配分状（深堀家文書）に「神埼里」とあります。
南北朝から戦国時代にかけては度々戦禍にあっています。
　江戸期には佐賀本藩の支配下となり、長崎街道が整備され神
埼宿が設けられました。同宿はもともと多くの寺や櫛田宮の門
前町として室町時代にその中心部できたと考えられています。
近世に入って「神埼百田旧記」によると、天正19年（1591）に
四日町・七日町馬場立、慶長４年（1599）に八日町立などと記
録されています。その後二日町、九日町、次いで東新町、西新
町、挽木町も町立されています。
　こうして古代からの駅ケ里に代わって、長崎街道沿いに５カ
所の曲がり角を持つ、鉤（かぎ）形で細長く延びた町が形成さ
れました。町を鉤形にしたのは、城下町と同じく戦時の際、被
害を避けるためだったといいます。また、東新町と西新町には
警備のための木戸が設けられています。領内の一般の木戸が開
扉式であったのに対し、神埼宿のものは、板を縦横斜めに組み
合わせたものを蔀（しとみ）のように突き上げて支え、その下
をくぐり出入りするなど厳重なものだったといいます。一方、
宿の中心であった四日町には佐賀藩直営の御茶屋があり、藩主
や幕府の巡見使、長崎奉行などの宿所となる本陣として使われ
ました。脇本陣には浄光寺や真光寺があてられています。御茶
屋のほか、藩用の駅馬、一般用の駄賃馬や公私用の継飛脚を扱う
問屋場が現在の３丁目から西馬場に至る一帯にありました。駅馬
の定数は26匹で宿継についても町方定によって厳しく定められて
おり、元禄８年（1695）の伝馬・人足に関する高札が残っています。
　明治初年（1868）に東新町・五日町・八日町・権現堂・土井
上町が１丁目、東水馬場・西水馬場・辻町が２丁目、横町・四
日町・七日町・二日町が３丁目、九日町・西新町・挽木町が４
丁目となり現在の行政区名となっています。
平成24年5月から26回にわたって連載した「神埼おもしろ地名」は今回で終了します。

神 埼（かんざき・神埼町）

１丁目１丁目

２丁目２丁目

３丁目３丁目
４丁目４丁目
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